
Z%:!Z 

人口と開発l

ISSN 0911-5684 

賢
o•• 
‘, 

n
刈

財団法人 アジア人口•開発協会 (APDA)発行



―
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
協
力
の
一
部
を
視
察
し
て
一
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…

•
,
5
3

-
A
P
D
A

・
日
誌
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…

•
9
5
7

帥
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
発
足
並
び
に
事
業
経
過
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
•
9
5
8

本
協
会
実
施
調
査
報
告
書
及
び
出
版
物

マ

ニ

ラ

会

議

を

顧

み

て

帥
ア
ジ
ア
人
口
開
発
協
会
参
与
，
事
務
局
長
広
瀬
次
雄

ー
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
・
日
本

I

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
の
た
め
過
密
、
過
疎
の
解
決
が
課
題

衆

議

院

議

貝

武

村

正

義
•
•
…
…
•
4
3

主
要
食
糧
は
自
給
体
制
の
確
立
で

A
F
P
P
D
議

長

佐

藤

。
4
 

冬

．．．．．．．．． 

J
 

田

俊

夫
…
…
…

33

克

宵
…
…
…

30

ー
挨

一

巻

頭

言

ー

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ー
開
会
式
挨
拶
ー
固
い
意
志
で
行
動
を

フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
議
貝
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ

ー
主
催
者
挨
拶
ー
新
し
い
生
命
、
子
孫
達
に
明
る
い
未
来
を

財
団
法
人
ア
ミ
／
ア
人
口
•
開
発
協
会
理
事
長
田
中
龍
夫
…
…
…

_
G
C
P
P
D
会
長
挨
拶
ー
人
口
問
題
解
決
は
地
球
人
類
的
な
課
題

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
机
界
委
員
会
会
長
福
田
赳
夫
…
…
…

拶
ー
世
界
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
人
口
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を

U
N
F
P
A
事
務
局
長
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
…
…
…

—
基
調
講
演
―
経

済

開

発

を

遅

ら

せ

る

人

口

急

増

フ
ィ
リ
ヒ
ン
同
家
経
済
開
発
庁
長
官
ソ
リ
タ
・

C

・
モ
ン
ソ
ド
…
…
…

ー
特
別
講
演
—
安
定
し
た
平
和
で
繁
栄
す
る
ア
ジ
ア
を

A
F
P
P
D
副
議
長
胡

ー
研
究
発
表
ー
中
国
ー
人
口
開
発
に
関
す
る
基
礎
調
査

日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
黒

目

次

47 ー2
 

8
 

11 14 20 24 



がて こ と し、 つて と 期 ばし、 あ 制代 と 率勉 は
ら 歴 と し、 る た し、 人 こ 間経 る る の 化し＼ な 強不 最
ア 史 も つの 研 る 口 の を 済 よ ゜克 に う 経 し 充近

I ジ が は た で 如Jし ゜ と と 見開 う イ 服 関 課 済 て分
ヽ

響ア か ゞ 家 は会 ま の き 通発 に ソ も し 題構み で ア ア
人 ら 確族 な に た 間 ‘す が

ヽ
ド必て に 造て あ ジ

召ロみ か制 し、 参 ヽ
に 人歴実政 や要 も も の ‘ る ア ジ

学 あ で度か加過 し、 口 史現策 中 で
ヽ

イ 改独 と の ア
頭に つ あ が と し 去 ＜ は学す を 国あ 自 ン 造立確経

人入て る 夫思て 数つ最 的 る 自 に る 力 ド だ後信済
門 し、 ° 婦い い年か重 接 と 由 お こ 更が け の すを 日 芸ロ會~し る ァ の は て ---, の要近 は 化 し、 と 生匝 で 計 る 単

巫子て 興 ジ 出 じ 人儒明 の が と し て は 型面な 画 よ に
み 味 ア 生め 日 教瞭変最て て ヽ

‘集 し ＜ 的 う 独 ヘ
よ つ の決て現 と な 数 も も 市新 は権て て 開 に 立

の
＾ 

う き 人意い象経相 と 必息場古 つ経 し、 ‘発 な 後
原 と な ロ と る に 済互な 要 え メ 典 き 済 る 植体 つの 人

思い は 強 ° は← 関 ろ と な 力 派 り の こ 民制 た 時

門洋 つ現 ヽ

"' ま にホ -, 係 う さ し‘ 開 と 改 と 地下 ° 期
之て 象宗か た教 イ が ゜ れ ° ズ 発認造が時で イ に

I 介 し、 で 教か 拡 が ス あ 最 て経 ム 経識だわ 代形 ソ 限
II る あ • わ 大 強 フ る 近い 済 に 済 さ け かの 成 ド 定
東昨 る 文 り 家 し、 I こ の る 学 ま 学 れ で つ経 さ の し
泉 ム7 ゜化を族 .,:; 因 ム と 研 は者か者て な た 済れ経て
大 で 遅 ． も や響経 は究ずに し が し、 ＜ ° 遺 て 済論
学 あ れ経 つ核 を済確 でで も さ 主 る て 中 制 き 自 じ
教 る ば済て 家与← 認 ‘あ ヽ スマ 張 ょ 封国 の た 由 る
授 ゜せ そ し、 族え と さ 経 る 長す し う 建 の 克非化 こ
~ 

な し る か て しヽ` れ済 ° いれて で 遺現服効 を と



APDA主催

十
ヵ
国
参
加
‘

マ
ニ
ラ
で
開
催

開会式風景＿壇上左からミッタールインド上院議員、アキノ・オレタフィリピン下

院議員、福田赳夫元首相、シャハニフィリピン上院議員、田中龍夫APDA理事長

-2-

掘
り
F
げ
た
討
議
で
成
果
あ
げ
る



マラカニアン宮殿でアキノ比大統領と握手をする田中

龍夫 APDA理事長と同大統領を表敬した各国議員団

に
つ
い
て
貴
重
な
意
見

食
糧
、

レ
ベ
ル
で
深
刻
化
し
つ

で
特
別
会
見
し
、

地
球

と

同

宮

殿

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

（
人
口
と
開
発
に
関
す

ヽ

佐

理
事
長
ら
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
握
手
、

ン
宮
殿
に
ア
キ
ノ
大
統
領
を
表
敬
訪
問
。

同

大

統

領

は

田

中

龍

夫

A
P
D
A

参
加
議
員
団
は
、

関

会

式

に

先

立

ち

一

七

日

午

前

九

時

か

ら

マ

ラ

カ

ニ

ア

ア
キ
ノ
比
大
統
領
を
マ
宮
殿
に
表
敬

ど
の
オ
プ
ザ
ー
バ
ー
、

専
門
家
な
ど
六

0
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

U
N
E
P
A
 （
国
連
人
口
屈
金
）

I
P
P
F
 

な

国
、

`
‘
ヽ

イ

ソ

ト

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

日
本
は
じ
め
中

は
二
月
一
七

一
八
の
両
日
、

主
催
の

「
第
五
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
•

田
中
龍
夫
理
事
長
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
マ
ニ
ラ
市
の
フ
ィ
リ
ビ
ン

・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
一
〇
カ
国
四
一
人
の
各
国
々
会
議
員
と
、

（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）

会
議
の
成
功
を
希
望
し
た
。

さ
ら
に
同
日
午
後
―
一
時
過
ぎ
か
ら
同
大
統
領
は
福
田
赳
夫
・
元
首
相
（
人
口

と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
々
長
・

G
C
P
P
D
会
長
）

1

9

:

0

 

藤

隆

A
F
P
P
D
議
長

ラ
ム
議
長
）

つ
あ
る
人
口
と
開
発
、

環

境

資

源

問

題

を
交
換
し
た
。

- 3 -



サ
ッ
ト

。

、

レ
J
 

•
十
~
ー＇ 

・
ミ
ッ
タ
ー
ル

一
世
紀
に
向
け
て
の
戦
略
」

に
つ
い
て
、

二

日

目

の

一

八

日

は

午

前

九

時

か

ら

各
国
が
素
直
に
実
情
を
報
告

ヽ

国
語
版
）

が
上
映
さ
れ
た
。

（
英
、

中
、

こ
の
あ
と
、

中
国
の
人
口
」

ソ
リ
タ

•
C

・
モ
ソ
ソ
ド
・
フ
ィ
リ
ビ
ン
国
家
経
済
開
発
庁

胡

克

質

A
F
P
P
D
副

議

長

「
人
口
と
食
糧
」

（
中
国
全
人
代
常
務
委
員
）

黒

田

俊

夫

・

日

大

人

口

研

名

誉

所

長

「

フ

ィ

リ

ピ

ソ

ー

農

佐

藤

隆

A
F
P
P
D
議

り

と

し

て

広

瀬

次

雄

A
P
D
A
事

務

局

長

の

説

明

で

ス

ラ

イ

ド

U
と
家
族
」

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

「

人

口

転

換

と

経

済

社

会

開

発

ー

ニ

査
瑞
伝
（
中
国
全
人
代
常
務
委
員
）
、

（
イ
ン
ド
国
上
院
議
員
）

長
の

に

つ

い

て

の

講

演

が

あ

り

、

第

一

日

目

は

し

め

く

く

村
家
族
計
画
教
育
へ
の
農
業
部
門
ア
。
フ
ロ
ー
チ
」

ヽ

ワ
ン

・

フ

ラ

ビ

エ

ー

ル

国

際

農

村

再

建

研

究

所

々

長

の

「
日
本
の
人

日

本

の

四

ヵ

ス
ダ
・
ジ
ョ

の

「
中
国
ー
人

LJ

・

開

発

に

関

す

る

基

礎

調

壺

」

に

関

す

る

研

究

発

表

。

ホ

と

題

す

る

特

別

講

演

、

午
後
は
、

の
-, 

長

官

が

某

調

講

演

を

行

な

っ

た

。

フ
ィ
リ
ビ
ン
代
表
が
、

そ

れ

ぞ

れ

別

項

（

一

部

略

）

の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

長

（
代
理
）

ト

ル

フ

ァ

ソ

C
P
P
D
会
長
、

（
イ
ン
ド
国
上
院
議
員
）

•K. 

マ
ン
グ
ン

U
N
D
P
.
U
N
F
P
A
駐

ヽ

ナ

フ

ィ

ス

・

サ

デ

ィ

ッ

ク

U
N
F
P
A
事

務

局

サ

ッ

ト

・

ポ

ー

ル

・
ミ
ッ
タ
ー
ル

A
F
P
P
D
事

務

総

長

国

フ

ィ

リ

ビ

ン

国

歌

が

演

奏

さ

れ

、

・
ラ
モ
ス

・
シ
ャ
ハ
ニ
女
史
、

フ

ィ

リ

ビ

ン

国

上

院

議

員

レ

テ

ィ

シ

ア

田

中

龍

夫

A
P
D
A
理
事
長
、

福

田

赳

夫

G

参

加

一

〇

カ

国

の

国

旗

が

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

の

手

で

入

場

し

た

あ

と

開

催

し

て

盛

大

に

行

な

わ

れ

た

。

午
前
―

0
時――

l
O
分

か

ら

の

開

会

式

に

は

、

二

0
0
人

の

関

係

者

が

参

加

福
田
元
首
相
ら
が
開
会
式
で
挨
拶

-4-



5見ia11
Parllami:mtarians} 

圃etingun Pop11latl11n 
鴫 De11el11pm暉

会場のAPDA会議の看板

熱心に発表を聞く日本議員団 左から田中龍夫（衆・
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●マレーシア
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Ryool 

Zainal Abidin 

（議員）

Osman (上院議員• 前運輸副大臣・ AFP

PD副事務総長）

Zain (議員）bin 

●ネパール

Tika Jung Thapa 

●シリア

Hajer 

●タイ

Prasop 

Sadek (議員）

Ratanakorn (上院議員 •AFPPD 副議長）

M, L. Tridhosyut h Devakul (上院議員）

Puangrat Wiwakanondo (上院議員）

●フィリピン

Leticia Ramos Shahani (上院議員）

Teresa AQ uino-Oreta (下院議員）

Joseph F. Estrada 吐院議員）

Ernesto Herrera (上院議員）

Orlando S. Mercado (上院議員）

Santanina T. Rasul (上院議員）

Alberto G. Romulo (上院議員）

Tanada (上院議員）

Aquino (上院議員）

Agana (下院議員）

Wigberto 

Agapito A, 

Venice B. 

（議員）
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会議参加者（敬称略）

●日本

福田赳夫（元首相•国際人口問題議員懇談会会長）

田中龍夫（衆• 自民、 APDA理事長）

佐藤隆（衆• 自民、 AFPPD議長）

矢追秀彦（衆•公明）

阿部昭吾（衆・社民連）

関山信之（衆・社会）

●中国

胡克宜（議員・ AFPPD副議長）

森瑞伝（全人代常務委員会委員）

●インド

Sat Paul Mittal (上院議員 •AFPPD事務総長）

Sudha Joshi (議員）

Veena Varma (議員）

Goswami Bibha Ghosh 

●インドネシア

Machbon 

●韓

Shu 

頃員）

（議員）

国

Sang Mok （議員）
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安藤博文 CUNFPA事業企画淵整局長）

松村昭雄（人口と開発に関する囚会議員世界委員会（

G C PP D)事務局長）

Reyes (GCPPD事業部長）

Alvihare (国際家族計画連盟事務局長相談

役）

Peterson (UN F PAフィリビン担当局長）

Cecil 

Bernard 

Jeanni 

〔コーディネーター〕

広瀬次雄 (APDA参与・事務局長）

青木洋子 (APDA事務局次長）

遠藤正昭 (APDA業務課長）

桜井久美子 (APDA職員）

花光圭子 (APDA職員）
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Rodolfo P- Albano (下院議員）

Florante L-Aquino (下院議員）

Amado s. Bagatsing(下院議員）

Escudero III (下院議員）

v. Lacson (下院議員）

（下院議員）

Ill (下院議員）

Roco (下院議員）

B, Teves (下院議員）

Salvador H, 

Jose carlos 

Felicito c. 

Solita 

Payumo 

Pedro Hilario 

Raul s. 
Margarito 

O来賓

福田赳夫（元首相、国際人口問題議員懇談会会長、人

口と開発に関する国会議員世界委員会理事

長）
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（フィリビン国家経済開発庁長

官）

Antonio v. Cuenco (フィリヒツ下院議長代理）
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●専門家
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●オプザーバー

Jyoti Shanker Singh （国連人口屈金 (UNFP 

A)広報・渉外局長）
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て、

そ
し
て
提
言
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

現

在

の

人

口

行

動

計

両

を

実

施

す

る

に

当

た

っ

て

の

溢

路

を

討

議

し

、

計
画
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

基

本

的

な

前

提

に

基

づ

い
行
動

口
と
開
発
に
関
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

八
八
年
九
月
□
日
に
ヒ

ュ
ー
マ
ン
サ
バ
イ
バ
ル
と
、

人

ン
の
議
員
に
と
り
ま
し
て
も
、

画
期
的
、

今
回
の
国
際
会
議
は
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
に
と
り
ま
し
て
も
、

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

P
P
D
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
テ
ィ
、

国

連

人

口

却

金

に

対

し

て

感

謝

を

申

し

ィ

リ

ピ

ン

人

口

と

開

発

国

会

議

員

委

員

会

、

さ

ら

に

共

賛

団

体

で

あ

る

A

F

ま
た
、

こ

の

会

議

を

主

催

い

た

だ

い

た

A
P
D
A
、

共

催

い

た

だ

い

た

フ

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
う
こ
と
は
、

こ

の

人

口

と

開

発

と

い

う

重

要

な

問

題

に

関

し

、

現

在

行

動

こ

れ

だ

け

多

く

の

著

名

な

方

々

に

お

い

で

い

た

だ

い

た

と

ピ
ン
人

LJ
と
開
発
国
会
議
員
委
員
会
を
代
表
し
て
、

皆

様

を

心

か

ら

ご

歓

迎

福
田
元
総
理
、

ィ
ク
さ
ん
、

表
の
方
々
、

フ
ィ
リ

開会式挨拶1
ま
た
、

国
連
開
発
計
画
の
モ
ン
ソ
ド
さ
ん
、

ア
ジ
ア
地
域
各
国
の
議
員
の
皆
様
、

国
際
機
関
の
代
表
の
皆
様
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
上
下
両
院
の
議
員
の
皆
様
、
ま
た
、
駐
フ
ィ
リ
ビ
ン
大
使
館
の
代

申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
央
・
地
方
自
治
体
の
皆
様
、

す

る

こ

と

が

い

か

に

必

要

と

さ

れ

て

い

る

か

と

い

う

こ

と

を

如

実

に

示

す

も

を
し
て
お
り
ま
す
。

解
決
策
を
さ
ぐ
り
、

ま
た
フ
ィ
リ
ビ

劇

的

な

も

の

で

あ

る

と

位

置

付

け

フ
ィ
リ
ビ
ン
の

L
下
両
院
の
議
員
が
多
数
参
加
し
て
開
か
れ
た
こ
の
会
議
の
議
題
は
、

会

議

の

目

的

で

U
N
F
P
A
の
サ
デ

レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ

フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
議
員

固
い
意
志
で
行
動
を

画
期
的
な
会
議
開
催
に
感
謝
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と
思
い
ま
す
。

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

政
府
の
責
任
に
は
一
―
つ
が
あ
る

罪
率
の
上
昇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ

う

い

う

状

況

に

対

し

政

府

と

し

て

は

何

中
絶
や
、

婚
前
交
渉
、

さ
ら
に
は
都
市
に
お
け
る
ス
ラ
ム
の
増
加
、

ま

た

犯

現
在
、

社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
は
、

人

工

妊

娠

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

資

源

の

開

発

と

人

口

と

の

バ

ラ

ン

ス

を

確

保

等

し

く

認

識

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

だ

と

思

い

ま

す

。

会
政
策
に
お
け
る
人
口
政
策
の
重
要
性
は
、

ア

ジ

ア

地

域

の

各

国

に

お

い

て

と
て
も
追
い
付
け
ま
せ
ん
。

食

糧

供

給

に

つ

い

て

も

状

況

は

同

じ

で

す

。

社

え
て
い
て
は
、

住
宅
や
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、

生

産

性

の

向

上

と

い

う

面

で

も

活
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

設

が

間

に

合

わ

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

現

存

し

て

い

る

人

口

の

生

以
上
人
口
が
増
加
す
れ
ば
、

こ
れ

現

在

の

人

口

動

態

を

こ

の

ま

ま

放

置

す

る

な

ら

ば

、

社

会

開

と

を

見

き

わ

め

る

必

要

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

。

つ
ま
り
、

が
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
に
関
し
ま
し
て
は
、

人

口

行

動

計

画

を

今

後

と

も

実

施

し

て

い

く

こ

と

の

必

要

性

と

い

う

も

の

高

ま

っ

て

き

た

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。

現
在
、

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ

ほ

ど

に

人

口

と

開

発

に

関

す

る

関

心

が

す

る

法

案

一

五

本

が

フ

ィ

リ

ピ

ソ

国

会

に

提

出

さ

れ

て

い

ま

す

。

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
会
議
を
受
け
て
、

れ

ぞ

れ

の

委

員

会

に

お

い

て

こ

の

人

口

と

開

発

に

関

す

る

一

年

間

お

よ

そ

も
し
そ
れ
を
怠
る
と
、

五
の
法
案
が
、

そ
れ
を
保
証
す
る
保
健
を
始
め
、

も

っ

と

効

率

の

良

い

方

法

が

必

要

で

は

な

い

か

と

い

う

考

え

方

が

ご

ざ

い

ま

す

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

社

会

経

済

計

画

の

中

で

欠

け

て

い

る

も

の

は

何

か

と

い

う

こ

経
済
開
発
、

発

は

進

行

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

を

認

識

し

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

そ

の

他

の

施

―――

1
0
万

人

の

人

口

が

増

人

口

の

爆

発

的

な

増

大

に

伴

う

貧

困

の

悪

化

に

今

後

直

面

す

る

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

児
窺
の
労
働
や
、

現
在
、

ま
た
、

そ

人

口

と

開

発

に

関
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け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ア
人
と
し
て
、

ま
た
必
ず
応
え
て
行
け
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
激
増
す
る
人
口
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
応
え
て
行
か
な

各
国
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
議
員
の
皆
様
方
、
私
ど
も
は
ア
ジ

コ
ン
セ
ン

て
行
動
に
移
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま

た

そ

の

行

動

は

よ

り

良

い

将

来

の
悪
化
を
招
い
て
い
ま
す
。

こ
の
現
実
に
対
し
、

私
ど
も
は
意
志
を
固
く
し

と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
現
状
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
社
会
経
済

栄
捉
失
淵
で
亡
く

な
る
子
供
達
や
出
産
で
命
を
落
と
す
母
親
の
数
が
決
し
て
減
っ
て
は
い
な
い

を
こ
の
地
球
に
も
た
ら
す
と
い
う
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
の
、

サ
ス
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
会
議
員
は
近
視
眼
的
で
、

長

期

的

な

視

野

に

立

っ

て

物

を

考

え

る

こ

と

政
策
を
立
案
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
て
収
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
確
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、

公
共

そ
の
た
め
に
は
、

供
給
す
る
政
府
側
と
し
て
も
、

充
分
な
デ
ー
タ
を
情
報
と

ス
の
す
べ
て
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

ま
た

所
得
水
準
が
低
い
フ
ィ
リ
ビ
ソ
社
会
に
お
い
て
は
、

政
府
が
公
共
サ
ー
ビ

民
に
認
識
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

個
人
の
出
生
行
動
が
国
家
の
コ
ス
ト
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
、

も
っ
と
国

す
る
コ
ス
ト
と
い
う
も
の
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

第
一
一
に
、

一
般
の
国
民
は
十
供
一
人
の
社
会
に
対
す
る
コ
ス
ト
、

国

に

対

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

う
誘
導
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

社
会
的
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
行
っ
．
て
い
か
な

と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
家
族
の
扶
従
能
力
に
見
合
っ
た
数
の
子
供
を
産
む
よ

野
放
し
に
増
え
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
、

家
族
を
誘
導
し
て
い
く
と
い
う
こ

し
な
が
ら
、

新
し
い
雁
用
を
作
る
努
力
を
す
る
。

こ
れ
は
同
時
に

人
口
が

間
に
配
分
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

つ
に
は
、

社
会
の
管
理
者
と
し
て
、

民
間
の
生
産
性
の
向
上
分
を
国
民

雇
用
の
水
準
を
あ
る
程
度
確
保
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資
す
る
た
め
、

本
会
議
は
、

第
一
回
、

第
二
回
会
議
を
一
九
八
五
年
、

八
六
年
と
東
京
で

ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
と
開
発
に
携
わ
る
国
会
議
員
の
活
動
に

あ
る
こ
の
地
で
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
、t
 

t
 

さ
オ

レ
テ
ィ
シ
ア

夕
下
院
議
員
他
、

本
会
議
を
、

私
達
の
敬
愛
す
る
、

ご
列
席
の
皆
様
、

代
表
者
会
議
」

「
第
五
回
人
口

ご
尽
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
、

ィ
リ
ビ
ン
国
の
大
統
領
、

テ
レ
サ
・
ア
キ
ノ
・
オ
レ

ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
公
務
ご
多
用
の
中
を
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
国
会

と
り
わ
け
、

学
識
者
の
方
々
、

故
サ
ラ
ス

U
N
F
P
A
事
務
局
長
の
母
国
で

ま
た
、

人

口

問

題

解

決

の

た

め

世

界

各

国

を

献

身

的

に

奔

走

F
P
A
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

協
会
の
設
立
以
来
、

多

大

な

る

ご

指

導

と

ご

支

援

を

い

た

だ

い

て

き

た

U

N

議
員
、

専
門
家
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
、

一
九
八
二
年
二
月
本

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

r)ヽ
.

J

 

主
催
団
体
で
あ
る
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
を
代
表
し
て
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
人
口
と
開
発
国
会
議
員
委
員
会
各
位
の
皆
様

・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
上
院
議
員
、

配
慮
、

ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
、

た
特
に
共
催
機
関
と
し
て
格
別
の
ご

は
じ
め
政
府
、

ま

国
会
議
長

り
、

フ

を
開
催
す
る
に
あ
た

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

主催者挨拶 I

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
理
事
長

中

龍

田

新
し
い
生
命
、

子
孫
達
に
明
る
い
未
来
を

夫
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我
々
政
治
家
は
、

地
球
と
い
う
こ
の
星
に
生
活
す
る
全
て
の
人
々
と
、

そ

地
域
単
位
の
み
で
完
結
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
ま
す
。

た

だ
ヽ

こ
と

「
人
口
』

に
係
る
諸
問
題
に
関
し
て
は
、

一
国
単
位
、

自

分

の

国

の

た

め

に

我

々

政

治

家

が

努

力

す

る

こ

と

は

当

然

の

こ

と

で

あ

増
加
率
を
』

が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に

ア
ジ
ア
人
口
三

0
億
人
を
契
機
に
、

こ
の

「
今
世
紀
末
に
は
一
形
の
人
口

た

『
第
二
回
大
会
』

で
も
、

一
回
大
会
」

で
も
そ
の
こ
と
を
再
確
認
し
、

重
ね
て
再
確
認
し
た
わ
け
で
す
。

一
層
の
努
力
を
傾
け
る
必
要

一
昨
年
九
月
の
北
京
で
開
催
し

一
ュ
ー
デ
リ
ー
で
の

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

え
る
』

と
い
う
こ
と
を
宣
言
文
の
中
に
含
め
ま
し
た
。

そ
の
後
一
九
八
四
年
、

こ
ま
‘

一
~
．
~

西
暦
二

0
0
0
年
ま
で
に
、

『
ア
ジ
ア
の
人
口
増
加
率
を
一
％
に
抑

発
に
関
す
る
会
議
」

を
他
地
域
に
先
駆
け
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
折

我
々
は
、
一
九
八

一
年
に
北
京
で
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
に
よ
る
「
人
口
と
開

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

り
ま
す
が

同

時

に

ア

ジ

ア

各

国

が

真

剣

に

考

え

て

い

か

ね

ば

な

ら

ぬ

問

題

国
境
、

宗
教
、

政
治
等
を
超
え
、

地

球

規

模

で

解

決

を

迫

ら

れ

る

問

題

で

あ

占
め
る
ア
ジ
ア
の
経
済
社
会
開
発
は
、

環
境
、

資
源
、

ヽ

エ
ネ
ル
ギ
ー

食
糧
、

問
題
に
焦
点
を
当
て
、

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

世
界
の
人
口
の
六
割
を

ご
高
承
の
と
お
り
、

私
ど
も
は
設
立
当
初
よ
り
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
の

で
多
大
な
成
果
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

つ
い
て
、

相
互
理
解
を
深
め
、

共

通

の

課

題

の

解

決

に

向

け

て

活

動

す

る

上

議
員
が
一
堂
に
集
い
、

地
域
規
模
で
問
題
化
し
て
い
る
人
口
と
開
発
問
題
に

本
会
議
は
専
門
家
も
交
え
、

人

口

と

開

発

に

携

わ

る

ア

ジ

ア

各

国

の

国

会

し
た
。

四
回
会
議
を
マ
レ
ー
シ
ア
で
、

現

地

の

ご

協

力

を

得

て

開

催

し

て

ま

い

り

ま

行
い
、

そ
の
後
一
九
八
七
年
、

第
三
回
会
議
を
タ
イ
で
、

一
九
八
八
年
の
第
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

催
者
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

貢
献
で
き
る
よ
う
、

自
由
か
つ
充
分
な
討
議
を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

主

上
の
た
め
に
、

そ

の

原

点

と

も

い

う

べ

き

人

口

問

題

へ

の

取

り

組

み

を

通

し

本
会
議
は
一
一
日
間
の
日
程
と
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

我
々
ア
ジ
ア
の
国
々
の
人
々
、

そ

し

て

全

世

界

の

人

々

の

平

和

と

福

祉

の

向

う
セ
ッ
シ
ョ
ン

II
で
は
、

参
加
各
国
の
ご
発
表
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

「
人
口
転
換
と
経
済
社
会
開
発
ー
ニ
―
世
紀
に
向
け
て
の
戦
略
ー
」

‘, 

と
＂

料
と
し
て
、

本
日
午
後
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ル

国

で

の

凋

査

結

果

お

よ

び

日

本

の

事

例

に

関

す

る

も

の

を

会

議

の

討

議

資

こ
の
度
日
本
か
ら
は
、

本
協
会
が
行
い
ま
し
た
、

未

来

を

約

束

し

て

あ

げ

る

「
瑣
」

中
国
は
じ
め
、

を
探
し
出
す
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

し
て
今
日
こ
の
瞬
間
に
も
生
ま
れ
て
い
る
新
し
い
生
命
、

一
°、
ネ
ノ

子

孫

達

に

明

る

い
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こ
こ
に
皆
さ
ん
と
共
に
、

サ
ラ
ス
氏
の
ご
功
績
を
恨
び
、

そ

の

ご

冥

福

を

御

題

で

あ

る

こ

と

の

認

識

を

う

ち

た

て

ら

れ

た

の

は

サ

ラ

ス

氏

で

あ

り

ま

す

。

真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

全

世

界

の

中

に

人

口

問

題

が

ニ

―

世

紀

最

大

の

問

題
は
ニ
―
世
紀
最
大
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
問
題
を
正
し
く
と
ら
え
、

ピ
ン
国
ご
出
身
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

サ
ラ
ス
氏
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

人

口

問

く
な
り
に
な
る
ま
で
事
務
局
長
を
努
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
、

通
り
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
フ
ィ
リ

国
連
人
口
基
金
の
一
九
六
九
年
の
創
立
以
来
、

御
亡

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
申
し
ま
す
と
、

こ

こ

に

ご

列

席

の

皆

様

が

良

く

ご

承

知

の

を

代

表

い

た

し

ま

し

て

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
を
代
表
し
、

ま

た

日

本

の

議

員

団

代

表

者

会

議

が

開

催

さ

れ

ま

す

こ

と

は

誠

に

喜

ば

し

い

こ

と

で

あ

り

、

人
口

マ
ニ
ラ
に
お
き
ま
し
て
、

第

五

回

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

国

会

議

員

り
い
た
だ
い
た
我
々
の
同
胞
で
あ
る
議
員
の
皆
さ
ん
。

今

日

フ

ィ

リ

ピ

ン

国

さ
ら
に
、

ア

ジ

ア

各

国

か

ら

お

集

ま

世
界
各
地
域
か
ら
の
ご
来
賓
の
皆
様
、

な

ら

び

に

国

連

な

ど

員
、

ま

た

フ

ィ

リ

ビ

ン

政

府

か

ら

モ

議
員
、

レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス

お

よ

び

ア

キ

ノ

・

オ

レ

タ

議

ソ
ソ
ド
長
官
、

・
シ
ャ
ハ

本
会
議
の
準
備
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
、

皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

GCPPD会長挨拶

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
会
長

園

赳

ネ

田

夫

人
口
問
題
解
決
は

地
球
人
類
的
な
課
題

-14-



解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
三
つ
あ
る
、

そ

の

解

決

が

な

い

議
長
、

私
は
っ
と
に
人
類
が
ニ
―
世
紀
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

そ
の
前
に

協
力
し
な
が
ら
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

会
」

を
結
成
し
、

現
在
私
が
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
が
、

皆

さ

ん

と

相

い

人
口
と
開
発
に
関
す
る
日
本
の
議
員
グ
ル
ー
。
フ

六

0
数
ケ
国
に
あ
る
人
口
問
題
議
員
グ
ル
ー
。
フ
に
先
駆
け
、

一
九
七
四
年
に

加
議
員
と
共
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日

本

は

現

在

日
本
の
参

私
は
そ
の
後
何
回
か
、

お
国
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今

回

は

本
方
針
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
と
を
、

日

本

で

は

こ

の

私

の

ス

ピ

ー

チ

の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
、

政
治
体
制
の
異
な
る
国
で
あ
っ
て
も
、

の
体
制
の
違
い
を
越
え
て
友
好
の
関
係
を
う
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

こ
の
三
点
を
強
調
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

福
田
ド
ク
ト
リ
ン
と
申
し
て
お
り
ま
す
が
、

今

も

我

国

外

交

の

基

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
の
問
題
を
皆
様
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、

ご
高
承
の
と
お
り
、

「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
淡 そ

第
―
―
一
に
、

日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
は
、

築
く
こ
と
。

対

等

の

協

力

者

の

関

係

で

化
な
ど
広
い
分
野
で
真
の
友
人
と
し
て
、

心

と

心

の

触

れ

合

う

信

頼

関

係

を

第
二
に
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
に
、

社

会

・

文

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

よ、
．
 

第

C

、

ヽ

日
本
は
平
和
に
徹
し
、

断

じ

て

軍

事

大

国

へ

の

道

は

た

ど

ら

姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ビ
ン
協
会
の
会
長
で
あ
り
ま
す
。

我
国
の
世
界
、

す

な

わ

ち

そ

の

要

点

政
治
経
済
の
み
な
ら
ず
、

御
地
マ
ニ
ラ
に
お
き
ま
し
て
、

と

く

に

ア

ジ

ア

に

臨

む

基

本

の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
旅
行
の
最
後
に
締
め
く
く
り
と
い
た
し
ま
し
て
、

総
理
大
臣
と
い
た
し
ま
し
て
、

就

任

直

後

に

ア

ジ

ア

諸

国

を

歴

訪

い

た

し

た

ま
た
私
は
一
九
七
七
年
、

私
と
フ
ィ
リ
ビ
ン
国
と
の
関
わ
り
は
深
く
、

祈
り
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
に
私
は
、

日
本
の

日
本
に
お
け
る
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た

゜
朝
鮮
半
島
に
お
き
ま
し
て
も
、

南

北

対

話

の

動

き

が

始

ま

っ

て

お

り

ま

関
心
事
で
し
た
が
、

こ

の

カ

ン

ボ

ジ

ア

問

題

も

解

決

へ

の

歩

み

を

始

め

ま

し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
。

こ
の

-
0
年
間
、

我

々

の

大

変

な

い
り
ま
し
た
中
国
、

ソ

ビ

エ

ト

の

両

国

が

和

解

の

た

め

の

話

し

合

い

を

始

め

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

三

0
年
来
、

対

立

を

続

け

て

ま

各

地

に

緊

張

緩

和

の

動

き

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

を
全
世
界
に
及
ば
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
首
脳
会
談
を
頂
点
と
し
て
、

世

界

ソ
両
国
の
首
脳
会
淡
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ

の

首

脳

会

談

は

大

変

な

影

響

こ
の
六
年
間
の
中
絶
の
後
を
受
け
、

一
九
八
五
年
、

米

六
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

ソ

ビ

エ

ト

両

国

の

首

脳

は

会

淡

を

て、

お

そ

ま

き

な

が

ら

こ

の

軍

拡

競

争

へ

の

反

省

の

動

き

が

出

て

き

ま

し

た

。

ア
メ
リ
カ
、

す
。

今
や
そ
れ
が
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
い
ま
、

米

ソ

両

国

に

お

い

費
に
使
っ
て
お
り
、

当

然

こ

れ

は

ソ

ビ

エ

ト

国

民

の

生

活

を

圧

迫

し

て

い

ま

問
題
と
な
っ
て
お
り
、

ソ

ビ

エ

ト

に

お

い

て

は

国

家

予

算

の

約

半

分

を

軍

事

で
い
ま
す
。

ア

メ

リ

カ

に

お

い

て

は

双

子

の

赤

字

が

容

易

な

ら

ざ

る

深

刻

な

心
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、

ソ

ビ

エ

ト

両

国

共

に

そ

の

財

政

負

担

の

重

圧

に

悩

ん

こ

の

軍

拡

競

争

の

た

め

の

国

々

の

財

政

負

担

は

膨

大

で

す

。

軍

拡

競

争

の

中

う
保
障
も
ま
た
な
い
の
で
す
。

実
に
恐
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、

っ
た
ら
地
球
人
類
の
終
焉
で
す
。

し
か
も
、

そ

れ

に

手

が

か

か

ら

な

い

と

い

核
兵
器
は
今
日
、

も

皆

殺

し

に

で

き

る

ほ

ど

の

量

が

備

蓄

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

れ

に

手

が

か

か

核
競
争
に
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

人

類

を

六

0
回

以

上

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

軍
拡
競
争
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
競
争
は
つ
い
に
、

ま
い
り
、

今
日
な
お
そ
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
東
西
対
立
の
中
か
ら
、

世
界
政
治
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
来
、

東

内

対

立

と

い

う

図

式

で

動

い

て

題
、

第

三

は

人

口

と

そ

れ

に

関

連

す

る

諸

問

題

で

あ

り

ま

す

。

つ
ま
り
、

そ
の
第
一
は
世
界
平
和
の
問
題
、

第

二

は

世

界

経

済

安

定

化

の

問

と

一
世
紀
は
お
ろ
か
、

人

類

の

未

来

も

な

い

と

警

告

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。
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フ
ロ
ン
ガ
ス
、

酸
性
雨
、

地
球
温
室
化
の
問
題
な
ど
、

お
そ
る
ぺ
き
事
態
が

に
地
球
上
で
は
砂
漠
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
気
圏
は
汚
染
さ
れ
、

の
将
来
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。

今
日
、

す
で

す
。

実
に
四
倍
の
増
加
で
す
。

こ
の
凋
子
で
人
口
が
増
え
て
行
け
ば
、

人
類

億
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今

世

紀

末

に

は

六

二

億

人

に

な

ろ

う

と

し

て

い

ま

申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

世
界
人
口
は
今
世
紀
初
め
に

六

つ
の
軍
要
問
題
と
し
て
提
起
し
た
問
題
、

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

諸
問
辿
は
地
球
の
人
類
に
と
り
、

よ
り
屈
本
的
で
、

か
つ
よ
り
対
処
の
困
難

つ
ま
り
、

人
口
と
こ
れ
に
関
す
る

さ
て
、

世
界
政
治
や
経
済
の
問
題
は
当
面
の
問
題
で
す
が
、

私
が
も
う

れ
か
ら
で
す
。

理
に
有
効
な
手
が
打
て
る
か
ど
う
か
、

な
ど
な
ど
、

世
界
経
済
の
婦
趨
は
こ

そ
の
処
理
に
成
功
で
き
る
か
ど
う
か
。

ま
た
発
展
途
上
国
の
累
積
債
務
の
処

＋
の
赤
字
問
題
の
処
理
な
ど
に
賢
明
な
対
応
を
打
ち
出
す
か
ど
う
か
、

ま
た

レ
ー
ガ
ン
氏
に
代
わ
っ
て
出
現
し
た
ア
メ
リ
カ
の
新
政
権
が
、

い
わ
ゆ
る
双

ら
で
す
。

世
界
経
済
の
晶
軸
は
な
ん
と
言
い
ま
し
て
も
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、

状
態
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
な
流
れ
は
ま
だ
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

全
て
は
こ
れ
か

さ
て
、

こ
れ
に
反
し
て
、

世
界
経
済
の
面
で
は
、

世

界

は

こ

の

新

し

い

流

れ

を

大

事

に

大

事

に

育

て

て

い

く

べ

き

で

あ

る

と

考

え
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
こ
の
不
安
定
な

私
は
一
楼
の
望
み
が
世
界
政
治
の
面
に
出
て
き
た
と
見
る
の
で
あ
り
ま
す
。

い
流
れ
で
あ
り
ま
す
。

の
緊
張
緩
和
の
動
き
。

こ
れ
は
世
界
政
治
の
面
で
の
、

戦
後
の
本
当
の
新
し

に
お
い
て
も
、

同
じ
よ
う
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
各
地
に
お
い
て
も
、

と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
ソ
ビ
エ
ト
軍
は
、

す
。

イ
ラ
ン

こ
の
世
界
各
地
で

あ
る
い
は
中
央
ア
メ
リ
カ

ア
フ
ガ
ソ
か
ら
撤
退
し
よ
う

•
イ
ラ
ク
戦
争
も
一

0
年
目
に
し
て
初
め
て
解
決
に
向
か
お
う
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0
0
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
の
人
口
増
加
率
を
年
間
一
％
以
内
に
抑
え
る
こ
と
、

我
々
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
は
、

一
九
八
一
年
の
北
京
宣
言
を
受
け
、

中
国
に
お
け
る
画
期
的
な
施
策
な
ど
、

ニ
O

き
施
策
が
国
々
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

見
る
べ

め、

ア
ジ
ア
各
国
は
行
政
府
も
立
法
府
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
格
段
の
努

地
域
で
す
。

世
界
人
口
の
六
割
が
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た

ア
ジ
ア
は
人
口
問
題
に
つ
い
て
は
、

世

界

各

地

域

に

抜

き

ん

出

て

重

要

な

っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

実
に
画
期
的
な
こ
と
で
あ

見
て
効
果
的
な
家
族
計
画
の
追
求
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
の
合
意
に
達
し
、

こ
れ
を
声
明
と
し
て
発
表
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
の
違
い
は
あ
り
な
が
ら
も
、

指
導
者
達
は
現
在
の
動
向
か
ら

人
口
問
題
に
つ
い
て
は
、

そ
の
手
段
に
対
す
る
各
宗
教

長
と
な
り
ま
し
て
、

家
族
計
画
政
策
と
、

世
界
平
和
の
た
め
の
諸
問
題
を
討
議
い
た
し
ま
し
た
。

宗
教
界
、

政
界
か
ら
お
の
お
の
六
名
が
出
席
す
る
会
談
を
開
催
し
、

私
が
議

U
し、

J
 
J
 

政
界
か
ら
は
私
、

ま
た
西
ド
イ
ツ
の
元
首
相
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
な
ど
、

教
界
、

と
く
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
か
ら
は
法
皇
庁
の
枢
機
卿
ケ
ー

ッ
ヒ
氏
が
参

シ
ョ
ン

•
カ
ウ
ン
シ
ル
は
、

一
昨
年
三
月
ロ
ー
マ
に
お
き
ま
し
て
、

世
界
宗

私
ど
も
が
結
成
い
た
し
ま
し
た

O

B
サ
ミ
ッ
ト

や
は
り
世
界
人
類
に
最
大
の
影
曹
力
を
持
つ
宗
教
界
の
協
力
が

協

力

だ

け

で

充

分

な

成

果

を

上

げ

得

る

と

い

う

よ

う

な

簡

単

な

問

題

で

は

あ

り
ま
せ
ん
。

絶
対
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
世
界
平
和
の
た
め
の
行
動
機
構
と
し
て
、

つ
ま
り
イ
ン
タ
ー
・
ア
ク

こfヽ
 
世
界
各
国
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

た
だ
こ
の
対
応
は
、

国
連
や
国
々
の

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

国
連
を
中
心
に
対
応
の
諸
策
が
進
め
ら
れ
、

ま

め
て
由
々
し
き
地
球
人
類
的
な
課
題
と
な

っ
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
入
口
で
あ
る
今
日
に
お
き
ま
し
て
、

放
置
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

き
わ

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

か
く
し
て
、

人

口

問

題

は

今

や

ニ

―

世

紀

進
行
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
全
て
、

人
口
の
急
増
問
題
と
深
い
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大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

せ
ん
。

母
親
と
乳
幼
児
の
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、

し
た
人
口
分
布
を
達
成
す
る
こ
と
、

こ
の
主
旨
を
含
め
、

換
を
尽
く
さ
れ
、

充
分
意
見
の
交

実
り
あ
る
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま

今
回
の
こ
の
会
議
に
お
き
ま
し
て
も
、

な
ど
を
決
議
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

ま

た

社

会

経

済

開

発

に

適
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界

人

口

八

二

億

人

の

う

ち

の

半

分

が

ア

ジ

ア

に

住

む

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

に
よ
り
ま
す
と
、

に
四
五
四
万
人
、

二

0
二
五
年
ま
で
に
四
五
億
人
に
増
加
し
、

一
日
一
五
万
人
の
規
模
で
増
え
て
い
ま
す
。

と
衿
え
ら
れ
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
人
口
は
一
年
に
五
、

四
五

0
万
人
、

現

在

の

予

測

す
な
わ
ち
世

―
ヶ
月

こ
ら
、

↑

¥

 

ア

ジ

ア

に

お

け

る

人

口

総

数

は

将

来

も

急

速

に

成

長

し

続

け

る

も

の

リ
カ
よ
り
も
低
い
も
の
の
、

ア
ジ
ア
は
も
と
も
と
の
人
口
の
基
盤
が
大
き
い

と
に
な
り
ま
す
。

ア

ジ

ア

全

体

の

人

口

増

加

率

は

ア

フ

リ

カ

や

ラ

テ

ン

ア

メ 現

た
し
ま
し
た
。

昨
年
の
一

0
月
―

0
日
ご
ろ
三

0
億
人
に
逹
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

在
の
五

0
億

の

世

界

人

口

の

六

0
％

が

ア

ジ

ア

に

存

在

し

て

い

る

と

い

う

こ

八
八
年
の
国
連
の
予
測
に
よ
り
ま
す
と
、

ア
ジ
ア
の
人
口
は

八
八
年
七
月
一
日
ア
ジ
ア
で
は

ア
ジ
ア
人
口
三

0
億
人
の
日
を
記
念
い

た
い
と
申
し
て
お
り
ま
す
。

の
会
議
の
結
論
を
ぜ
ひ
う
か
が
い
た
い
と
、

そ
し
て
行
動
計
画
を
う
か
が
い

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
大
変
残
念
だ
と
申
し
て
お
り
ま
す
。

し

か

し

今

回

い
ま
す
が
、

サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長
は
今
回
先
約
が
あ
り
ま
す
た
め
に
、

出

席

今

回

の

会

議

は

人

口

の

問

題

に

対

す

る

認

識

と

理

解

を

高

め

る

も

の

で

ご

ざ

イ
シ
ャ
ン

•
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
対
し
て
も
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

世
界
平
和
と
繁
栄
の
だ
め
に

人
口
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を

U
N
F
P
A
事
務
局
長

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク

(
U
N
F
P
A
広
報
・
外
事
局
長
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ン
代
読
）

福
田
先
生
、

田
中
先
生
、

オ
レ
タ
さ
ん
、

モ
ン
ソ
ド
さ
ん
、

し
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

工

サ
デ
ィ
ク
串
務
局
長
に
な
り
か
わ
り
ま
し
て
、

今

回

ご

出

席

の

皆

様

方

に

対

ん、
挨 拶

佐
藤
先
生
、

そ
の
外
の
皆
さ
ん
、

U
N
F
P
A
の

ミ
ッ
タ
ー
ル
さ
ん
、

シ
ャ
ハ
ニ
さ
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と
は
、

す
。

三

五

年

間

に

米

の

生

産

は

三

倍

に

な

っ

た

と

い

う

こ

と

で

す

。

こ
れ
は

一
人
当
た
り
一
五

0
k
g
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か

と
い
う
こ

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

行

く

と

い

う

よ

う

な

デ

リ

ケ

ー

ト

な

仕

事

が

必

要

だ

と

い

う

こ

と

で

す

。

ま

だ

ま

だ

な

す

べ

き

現

在

四

億

五

0
0
0
万

ト

ン

の

米

を

作

っ

て

お

り

ま

ア

ジ

ア

の

食

糧

状

態

は

良

く

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

こ
と
は
、

多
く
の
国
に
お
い
て
は
、

こ

れ

ま

で

の

伝

統

的

な

文

化

を

変

え

て

そ

の

よ

う

な

国

で

は

成

功

し

て

お

り

ま

す

。

う
‘
 

と
し

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

女
性
は
外
で
働
き
、

そ

し

て

女

性

が

産

児

制

限

ら

に

強

化

す

る

必

要

が

あ

る

と

言

わ

れ

て

お

り

ま

す

。

た
め
に
は
、

文
盲
率
、

と

く

に

女

性

の

文

盲

率

を

下

げ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

な

成

果

を

上

げ

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

現
在
、

ロ

グ

ラ

ム

を

一

九

五

0
年
代
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

し

か

し

あ

ま

り

大

き

南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
、

イ
ン
ド
と
。
ハ
キ
ス
タ
ソ
は
国
家
的
人
口
。
フ

あ

る

意

味

で

模

範

例

と

な

ら

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ま
す
。

ア
ジ
ア
は
何
を
成
し
得
る
か
、

そ

し

て

将

来

何

を

成

し

得

る

か

と

い

を
、

ま

た

食

糧

の

生

産

を

高

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

を

意

味

し

て

お

り

し
な
が
ら
、

う
こ
と
の
、

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

東

南

ア

ジ

ア

で

出

生

率

を

下

げ

る

ま

た

基

本

的

な

保

健

サ

ー

ビ

ス

や

家

族

計

画

を

さ

家

族

計

画

が

う

ま

く

今

後

と

も

ア

ジ

ア

に

人

口

の

増

加

が

あ

る

こ

と

は

、

経

済

成

長

ま
た
飢
餓
に
対
し
、

人

間

が

勝

利

を

収

め

た

こ

と

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

ヽ

し
カ

口

は

、

あ

る

意

味

で

は

こ

れ

ま

で

人

類

の

大

き

な

敵

で

あ

っ

た

高

死

亡

率

、

な

お

非

常

に

急

速

な

も

の

が

ご

ざ

い

ま

す

。

1
0
億

人

と

い

う

ア

ジ

ア

の

人

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
を
除
き
ま
し
て
は
、

人

口

の

伸

び

率

は

今

人
口
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
相
当
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

南

も

人

口

の

伸

び

は

鈍

化

し

て

お

り

ま

す

。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
人
口
政
策
、

ま
す
。

東

ア

ジ

ア

で

は

相

当

下

が

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

し

、

人

口

増

加

率

は

ア

ジ

ア

に

お

い

て

も

、

ま

た

地

域

に

お

い

て

も

異

っ

て

い

す
。
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グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
点
に
お
い
て
、

で
し
ょ
う
。

が
世
界
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
効
果
的
な
人
口
。
フ
ロ

ア
ジ
ア
の
国

て
そ
の
た
め
に
は
、

各
国
政
府
が
経
済
政
策
、

そ
し

平
和
な
そ
し
て
繁
栄
す
る
世
界
に
す
る
た
め
に
は
、

や

は

り

人

口

の

増

加

問
題
を
引
き
起
こ
し
得
る
と
思
い
ま
す
。

失
業
、

と
く
に
若
年
層
に
お
け
る
失
業
が
、

て
ま
い
り
ま
す
。

や
は
り
仕
事
が
な
け
れ
ば
、

他

の

国

に

移

住

し

て

し

ま

う

す
。

人
口
は
増
え
て
も
経
済
的
に
は

一
向
に
上
昇
し
な
い
と
い
う
問
題
が
出

り
森
林
が
死
に
絶
え
る
。

こ

の

よ

う

な

環

境

的

な

変

化

も

出

て

く

る

わ

け

で

場
合
に
は
、

た
と
え
ば
、

木

の

乱

伐

に

よ

人

口

の

増

加

率

が

天

然

資

源

の

供

給

能

力

を

追

い

越

す

よ

う

な

際
的
な
貿
易
や
平
和
に
対
し
て
、

か
わ
ら
ず
、

ま
し
ょ
う
。

環

境

そ

し

て

国

大

き

な

潜

在

的

危

険

を

も

た

ら

す

と

言

え

大
き
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

社

会

的

政

治

的

な

い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
の
不
均
衡
は
、

ア
ジ
ア
、

ヽ

ア
フ
リ
カ

フ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
人
口
が
増
え
て

22

も
大
き
な
問
題
は
、

先

進

国

で

は

人

口

の

増

加

は

止

ま

っ
て
い
る
の
に
も
か

の
人
口
増
加
と
そ
の
問
題
は
、

他
の
途
上
国
と
共
通
で
あ
り
ま
す
。

も
っ
と

都
市
へ
の
人
口
流
入
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ア
ジ
ア

農

村

経

済

を

強

化

す

る

こ

と

が

農

村

か

ら

ま
せ
ん
。

投
資
が
必
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

雇
用
創
出
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
不
振
な
農
村
地
域
で
の

の

出

生

率

が

下

が

る

こ

と

に

よ

っ

て

労

働

力

人

口

も

減

っ

て

く

る

か

も

し

れ

ま
た
集
約
農
業
が
行
わ
れ
た
場
合
、

て
お
り
ま
す
。

こ
の
成
長
率
は
今
後
と
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ア
ジ
ア

ア
ジ
ア
の
労
働
力
人
口
は
五

0
年

か

ら

八

五

年

ま

で

年

率

二

％

で

成

長

し

及
ば
す
か
も
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
し
、

環

境

に

ど

の

よ

う

な

影

脚

を

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

そ

し

て

肥

料

の

生

産

が

必

要

―1
0
1
―
五
年
に
は
六
億
七
、

五

0

0
万

ト

ソ

に

増

や

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

し
、

ア
ジ
ア
の
米
の
生
産
量
は
、

二

0
0
0
年
に
は
五
億
五
五

0
0
万
ト
ン
、



ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
の
成
功
を
お
祈
り
す
る
と
同
時
に
、

そ
し
て
、

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今

回

の

第

五

回

人

口

と

開

発

に

関

す

る

て、

人
口
と
開
発
に
対
す
る
認
識
を
高
め
る
た
め
に
も
、

多

く

の

方

々

に

協

こ
れ
か
ら
も
、

皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し

私
ど
も

U
N
F
P
A
は
、

今
年
創
設
―

-
0
周
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、

シ
ャ
ン

な
情
報
と
、

る
こ
と
が
必
要
で
、

(
A
P
D
A
)
 

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

将
来
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

と
協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

員

フ

ォ

ー

ラ

ム

（
エ
イ

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

私
ど
も
は
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

こ
れ
に
対
し
て
、

国

会

議

員

は

大

き

な

役

割

を

果

た

す

を
実
行
す
る
た
め
に
は
、

一
般
の
人
達
の
ニ
ー
ド
に
合
わ
せ
た
情
報
を
与
え

実
際
に
与
え
ら
れ
る
情
報
に
は
格
差
が
あ
り
ま
す
。

人
口
問
題

し
か
し
今
な
お
、

情

報

お

よ

び

サ

ー

ビ

ス

を

必

要

と

し

て

い

る

人

に

必

要

国
民
に
認
識
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア
の
努
力
に
よ
り
、

人
口
問
題
が
緊
急
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

多
く
の

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、

政
府
や

N
G
O
、
そ
の
他
の
メ
デ
ィ

す
な
わ
ち
人
口
と
開
発
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
国
民
の
ニ
ー
ド
が
反
映
さ
れ
て
い

政
府
に
対
し
、

国
民
の
ニ
ー
ド
を
伝
え
る
と
い
う
役
割
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。

ム
を
作
成
す
る
う
え
で
、

こ
れ
ら
の
計
画
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た

い
う
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

選
出
さ
れ
た
国
会
議
員
と
し
て
、

そ

し

て

人

口

問

題

を

開

発

に

巻

き

込

ん

で

い

く

と

会
議
員
は
大
変
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

人
口
政
策
。
フ
ロ
グ
ラ
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題
は
、

こ
の
高
齢
者
人
口
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
え
ま
す
。

そ

の

ほ

か

貯

の
人
口
は
五
％
以
下
で
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、

日

本

が

匝

面

し

て

い

る

問

六

五

歳

以

上

人

口

は

-
％
で
す
が
、

他

の

ア

ジ

ア

諸

国

で

は

六

五

歳

以

上

の
比
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

八
七
年
、

日

本

で

は

総

人

口

に

占

め

る

生
率
の
低
下
に
よ
る
高
齢
化
社
会
の
問
題
が
あ
り
、

人

口

に

占

め

る

中

高

年

ぎ
て
い
る
と
い
う
問
題
に
匝
面
し
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
ば
日
本
で
は
、

出

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
先
進
諸
国
に
お
い
て
は
、

む

し

ろ

出

生

率

が

低

下

し

過

フ

ィ

リ

ビ

ン

の

人

口

問

題

は

人

口

の

急

増

と

い

う

こ

と

で

あ

り
ま
す
。

国

民

の

生

活

水

準

向

上

の

た

め

に

は

こ

の

関

係

を

認

識

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

努

力

を

さ

れ

そ

れ

は

人

口

動

態

と

社

会

経

済

開

発

の

度

合

が

違

う

か

ら

に

ほ

か

な
り
ま
せ
ん
。

ア

ジ

ア

で

は

各

国

が

人

口

に

関

し

て

そ

れ

ぞ

れ

違

っ

た

問

題

を

抱

え

て

お

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、

敬
意
を
表
し
ま
す
。

密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
光
を
当
て
、

し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
会
議
を
開
催
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

開

発

と

人

口

が

議
に
招
か
れ
て
、

お

話

を

す

る

機

会

を

い

た

だ

き

ま

し

た

こ

と

に

感

謝

を

申

皆
様
、

今

日

は

第

五

回

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

国

会

議

員

代

表

者

会

府
な
ら
び
に
行
政
府
の
同
僚
の
皆
様
、

ミ
ッ
タ
ー
ル
事
務
総
長
、

福
田
赳
夫
先
生
、

田
中
龍
夫
先
生
、

ジ
ョ
テ
ィ

マ
ン
グ
ン
さ
ん
、

・
シ
ソ
さ
ん
、

外
交
団
の
皆
様
、

そ

の

他

ご

参

会

の
立
法

国
会
議
員
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、

シ
ャ
ハ
ニ
上
院
議
員
、

竺

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
経
済
開
発
庁
長
官

1

1

国
会
議
員
は
立
法
で
責
任
を
1

1

経
済
開
発
を
遅
ら
せ
る
人
口
急
増

オ
レ
タ
下
院
議
員
、

ソ
リ
タ
・

C
・
モ
ン
ソ
ド

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

人

口

と

開

発
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常

に

低

い

出

生

率

が

達

成

さ

れ

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

そ

の

た

め

に

西

ヨ

ー

っ

て

徐

々

に

出

生

率

の

低

下

が

も

た

ら

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

結

果

と

し

て

非

西

ョ

ー

ロ

ッ

パ

の

人

lJ
転
換
は
、

経

済

の

発

展

と

医

療

の

技

術

革

新

に

よ

次

大

戦

直

後

は

三

％

の

増

加

率

で

人

口

が

伸

び

て

き

た

わ

け

で

す

。

五

％

の

増

加

率

で

し

か

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

し
か
し
第
三
世
界
は
、

第

世
紀
に
は
、

人

口

が

爆

発

的

に

伸

び

て

い

た

わ

け

で

す

が

、

そ
れ
で
も
一

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

た

と

え

ば

西

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

一
八
世
紀
、

一
九

国
の
経
験
、

た

と

え

ば

西

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

経

験

と

第

三

世

界

の

経

験

を

対

比

せ

る

た

め

に

必

要

な

資

源

と

人

口

と

の

バ

ラ

ン

ス

で

ご

ざ

い

ま

す

。

先

進

諸

必

要

な

資

源

と

人

口

と

の

関

係

の

認

識

で

あ

り

ま

す

。

生

活

水

準

を

向

上

さ

規

模

を

ど

の

時

点

で

ど

れ

ぐ

ら

い

に

す

べ

き

か

と

い

う

こ

と

で

す

。

同
時
に
、

か
し
そ
の
根
本
を
見
て
み
ま
す
と
、

そ
こ
に
あ
る
基
本
的
な
問
題
は
、

人
口

国

に

お

い

て

は

そ

れ

ぞ

れ

異

な

っ

た

人

口

政

策

が

と

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

し

数

例

を

申

し

上

げ

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

で
ご
ざ
い
ま
す
。

万
人
を
七
、

0
0
0
万
人
に
す
る
と
い
う
の
が
、

人

口

を

扶

盤

す

る

こ

と

は

可

能

だ

と

い

う

こ

と

か

ら

、

現
在
の

て

六

0
0

マ

レ

ー

シ

ア

の

出

生

率

は

現

在

ニ

・

ニ

％

で

す

が

七

0
 0

0
万
人
の

マ

レ

ー

シ

ア

の

人

口

政

策

人

口

と

経

済

開

発

の

段

階

が

違

う

政

策

を

推

進

し

て

い

か

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

0
年

に

総

人

口

―
二
億
人
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

一
人
っ
子

め、

さ

ら

に

出

生

率

を

低

下

さ

せ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

―1
0
0
 

中

国

の

出

生

率

も

近

年

は

低

下

し

て

お

り

ま

す

が

、

絶

対

数

が

大

き

い

た

達
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

水

準

の

高

い

婦

人

が

も

っ

と

子

供

を

産

む

よ

う

に

と

い

う

政

策

に

転

換

さ

れ

て
き
て
お
り
ま
す
。

そ

の

た

め

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

の

人

口

政

策

は

、

教

育

率
の
低
下
に
つ
い
て
は
、

シ

ン

ガ

ボ

ー

ル

で

も

置

き

換

え

水

準

が

七

五

年

に

蓄
と
か
、

技
術
と
か
、

労

働

力

に

も

大

き

な

影

響

が

及

ぼ

さ

れ

ま

す

。

出

生
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他

の

生

産

的

な

活

動

に

投

資

を

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

に

な

り

毎

年

一
八
万
人
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

け
で
あ
り
ま
す
。

を
引
っ
ぱ
り
ま
す
。

そ
れ
は
栄
従
、

教
育
、

社
会
サ
ー
ビ
ス
に
追
わ
れ
、

保

健

の

各

分

野

で

見

ら

れ

る

わ

ガ
人
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

た

だ

で

さ

え

少

な

い

社

会

サ

ー

ビ

ス

の

足

り
ま
せ
ん
。

フ

ィ

リ

ビ

ン

で

は

毎

年

三
八
万
人
が
生
ま
れ
ま
す
。

一
三
八

人
口
の
急
増
と
は
、

経

済

開

発

の

速

度

も

洛

ち

る

と

い

う

こ

と

に

ほ

か

な

な
ら
ば
、

出

生

率

を

低

下

さ

せ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

口
が
急
増
す
れ
ば
、

社
会
開
発
の
足
を
引
っ
ば
り
ま
す
。

ま

た

そ

う

で

あ

る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
で
あ
り
ま
す
。

し

か

し

そ

の

能

力

が

な

い

時

に

人

人

口

が

増

え

て

も

そ

れ

を

吸

収

す

る

こ

と

が

で

き

、

生

活

水

準

も

向

上

す

る

ん
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、

充

分

な

資

源

と

そ

の

供

給

さ

え

で

き

る

な

ら

ば

、

発

と

の

関

係

が

正

し

く

認

識

さ

れ

て

い

な

い

の

が

現

状

で

あ

り

ま

す

。

ま
と
一

貧

民

脳

が

大

き

い

か

ら

に

外

な

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

に

も

係

わ

ら

ず

人

口

と

開

成
さ
れ
ま
し
た
。

り
ま
す
し
｀

死

亡

率

の

低

下

だ

い

て

は

置

換

水

準

よ

り

出

生

率

を

多

少

に

高

め

る

方

に

誘

導

す

る

必

要

が

あ

の

人

口

水

準

を

い

か

に

達

成

し

持

続

さ

せ

る

か

と

い

う

こ

と

が

根

本

的

な

問

題
で
あ
り
ま
す
。

ア

ジ

ア

の

開

発

途

上

国

に

と

り

人

口

が

大

き

な

問

題

に

な

っ

て

い

る

の

は

、

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

そ

の

社

会

に

も

っ

と

も

好

ま

し

い

レ

ベ

ル

な
ら
な
い
と
息
い
ま
す
。

第

三

世

界

に

お

い

て

は

ま

だ

ま

だ

出

生

率

を

低

下

し

な

け

れ

ば

ョ
ー
ロ
ッ
パ
と
途
上
国
で
は
経
験
が
違
い
ま
す
。

で

す

か

ら

先

進

諸

国

に

お

け

で

人

口

が

増

え

る

と

い

う

結

果

に

な

っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

西

ま
す
が
、

し
か
し
出
生
率
の
低
下
が
伴
わ
な
い
た
め
に
、

こ

れ

は

医

療

技

術

が

西

側

か

ら

導

入

さ

れ

た

こ

と

も

あ

り

が
ヽ

ア
ジ
ア
な
ど
第
三
世
界
に
お
い
て
は
、

死

亡

率

の

低

下

が

短

期

間

に

達

ロ

ッ

パ

諸

国

で

は

経

済

社

会

の

開

発

も

進

ん

だ

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

と

こ

ろ
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い
か
な
け
れ
ば
、

社
会
経
済
の
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

と
だ
け
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

う
こ
と
だ
け
で
は
問
題
の
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

時

間

を

稼

ぐ

と

い

う

こ

環
境
の
悪
化
で
あ
り
ま
す
。

し

か

し

た

ん

に

人

口

の

急

増

を

遅

ら

せ

る

と

い

の
不
均
衡
、

失
業
問
題
、

人
的
資
源
開
発
の
遅
れ
、

制
度
を
整
備
し
、

天

然

資

源

の

乱

開

発

と

必

要

な

政

策

を

運

用

し

て

人
口
急
増
は
、

非
常
に
多
く
の
開
発
問
題
を
も
た
ら
し
ま
す
。

所

得

配

分

が
必
要
に
な
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
口
が
増
え
れ
ば
、

資

源

の

利

用

問
題
の
悪
化
で
も
あ
り
ま
す
。

森
林
、

人
口
が
引
き
続
き
急
増
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

天

然

資

源

と

環

境

保

護

の

海
洋
資
源
の
枯
渇
、

環

境

破

壊

が

も

紀
に
入
っ
て
も
解
決
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

を
早
急
に
低
下
さ
せ
な
い
限
り
、

こ

の

失

菓

と

不

完

全

雇

用

の

問

題

は

来

世

出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

非
常
に
難
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

出
生
率

な
重
荷
に
な
り
ま
す
。

完

全

雇

用

と

貨

金

上

昇

を

実

現

し

な

が

ら

雇

用

を

創

に

失

業

率

も

高

く

不

完

全

雇

用

者

も

多

い

社

会

に

と

っ

て

は

、

非

常

に

大

き

数
の
雇
用
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
で

産
年
齢
人
口
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
そ
れ
だ
け
の

世
界
市
場
で
競
争
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

人

口

の

急

増

は

、

生

人

u
急
増
が
続
け
ば
労
慟
力
の
質
も
低
下
し
、

国
際
競
争
力
に
も
欠
け
、

ら
で
あ
り
ま
す
。

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

ま

た

国

民

の

生

活

水

準

の

向

上

に

つ

な

が

る

か

な
が
り
ま
す
。

国

民

が

心

身

と

も

健

全

で

あ

る

と

い

う

こ

と

は

そ

の

国

の

経

に
は
家
族
の
生
活
水
準
を
低
下
さ
せ
、

長

期

的

に

は

人

的

資

源

の

低

下

に

つ

出
生
率
と
貧
困
と
い
う
悪
循
環
を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
短
期
的

母
子
の
死
亡
率
の
高
さ
、

教
育
水
準
の
低
さ
と
い
う
問
題
を
放
置
し
、

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
人
口
が
急
増
す
れ
ば
、

ま
す
。
農
業
、

高
い

低
栄
餐
の
現
状
、

工

業

の

生

産

性

を

上

昇

さ

せ

る

た

め

の

投

資

も

で

き

な

い

と
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を
与
え
ら
れ
、

な
り
ま
せ
ん
。

そ

の

た

め

に

政

府

は

医

療

施

設

を

通

し

て

必

要

な

デ

ー

タ

や

正

確

な

知

識

に

基

づ

い

た

自

由

な

意

志

の

実

行

で

な

け

れ

ば

に
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、

こ

れ

は

き

ち

ん

と

情

報

族

の

数

を

決

め

る

の

は

夫

婦

の

権

利

だ

と

言

う

こ

と

で

あ

り

、

政

府

は

そ

れ

能
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

そ

れ

は

宗

教

と

道

徳

的

な

観

念

を

踏

ま

え

て

家

ビ
ソ
憲
法
は
、

夫

婦

の

権

利

と

し

て

自

由

に

子

供

の

数

を

決

め

る

こ

と

が

可

す

い

人

口

政

策

を

策

定

す

る

こ

と

が

お

で

き

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

フ
ィ
リ

近

い

立

場

に

お

ら

れ

ま

す

国

会

議

員

の

諸

先

生

方

は

、

国

民

に

受

け

入

れ

や

は
政
治
、

経
済
、

文
化
、

社

会

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

国

民

に

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

し

か

し

各

国

で

と

ら

れ

る

こ

の

人

口

政

策

人
口
政
策
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

短

期

間

に

出

生

率

を

低

下

さ

せ

た
め
に
は
世
論
の
支
持
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

世

論

の

支

持

を

得

た

有

効

な

到

に

用

意

さ

れ

た

人

口

政

策

を

実

行

に

移

さ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ
の 周

増

す

る

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

か

ら

で

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

生

産

年

あ
り
ま
す
。

積
極
的
な
人
口
政
策
な
く
し
て
は
、

今

後

何

十

年

も

人

口

が

急

こ
れ
ら
の
諸
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、

途

上

国

を

問

わ

ず

重

要

な

課

題

で

あ

り

ま

す

。

子

供

の

数

を

減

ら

す

必

要

が

齢

の

女

性

が

多

い

と

い

う

こ

と

か

ら

も

指

摘

さ

れ

る

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

雁
用
を
創
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

婦
人
の
地
位
の
向
上
は
先
進
国
、

が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
状
況
、

今

こ

そ

立

法

府

と

行

政

府

が

協

力

し

て

積

極

て

出

生

率

の

低

下

政

策

を

組

み

入

れ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

す

。

所
得
水
準
を
高
め
、

栄
脆
水
準
を
良
く
し
、

婦

人

の

た

め

の

出
生
率
低
下
に
関
係
す
る
対
策
を
、

直

接

的

、

間

接

的

に

組

み

入

れ

る

必

要

リ
ビ
ン
の
よ
う
な
国
に
と
り
ま
し
て
は
、

開

発

政

策

の

中

に

そ

の

一
環
と
し

的

な

行

動

を

採

択

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

で
は
何
が
で
き
る
か
。

フ
ィ

る
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

在

と

ら

れ

る

行

動

で

決

ま

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

途

上

国

が

自

ら

の

将

来

を

明

二

―

世

紀

に

お

い

て

国

が

繁

栄

で

き

る

か

ど

う

か

は

現
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ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
方
の
意
志
次
第
で
国
民
の
将
来
を
明
る
い
も
の
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

実
情
に
合
わ
せ
て
立
法
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

リ

来
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
啓
蒙
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
の

と
思
い
ま
す
。

た
ん
に
家
族
だ
け
の
将
来
で
は
な
く
、

社
会
、

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

国

全

体

の

将

さ
ら
に
立
法
の
ほ
か
に
、

選
挙
民
に
対
し
国
会
議
員
は
啓
蒙
の
責
任
が
あ
る

国
会
議
員
は
立
法
を
通
じ
て
責
任
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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人
口
は
ア
ジ
ア
の
開
発
に
お
い
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で

い
う
こ
と
は
、

ア
ジ
ア
の
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
満
ち
溢
れ
、

二
―
世
紀
に
は

て
は
、

知
を
集
結
し
た
も
の
で
、

根
幹
を
成
す
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
的
な
水
準
か
ら
見
て
も
相
当
高
く
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
歴
史
的
な
発
展
を
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

に

人

口

の

急

増

を

抑

制

す

る

た

め

の

諸

策

に

進

展

は

見

ら

れ

て

お

り

ま

す

け と

経
済
成
長
率
は
、

ア
ジ
ア
に
お
い

こ

の

五

原

則

が

今

や

国

際

的

な

政

治

経

済

秩

序

の

ま
す
。

平
和
共
存
の
五
原
則
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ

れ

は

ア

ジ

ア

の

国

民

の

英

そ

の

経

済

開

発

を

促

進

す

る

時

が

来

た

と

思

い

フ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

と
く
に
途
上
国
に
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

力
が
強
化
さ
れ
て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
は
プ

が
ら
少
し
明
る
い
様
柑
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

平
和
と
、

す
し
、

ま
た
軍
拡
競
争
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な

今

な

お

緊

張

の

種

は

ご

ざ

い

ま

30

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
発
が
現
在
の
主
流
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
こ
そ
ア
ジ
ア
諸
国
が
、

そ
し
て
公
正
な
勢

対
決
か
ら
会
話
へ
、

緊
張
か
ら
デ
タ
ソ
ト
ヘ
と
、

平
和
と

時
あ
た
か
も
、

国

際

情

勢

が

変

革

に

直

面

し

て

い

る

時

に

こ

の

会

議

は

開

席
す
る
こ
と
が
で
き
、

ビ
ン
の
政
府
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ソ
の
議
会
、

ら
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
民
に
対
し
て
心
か

ま
た
、

フ
ィ
リ

ま

す

。

第

五

回

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

国

会

議

員

代

表

者

会

議

に

出

中

国

の

国

会

を

代

表

い

た

し

ま

し

て

一

言

御

礼

を

述

べ

さ

せ

て

い

た

だ

き

特別講演I
＝中国の人日＝

胡

A
F
P
P
D
副
議
長

安
定
し
だ
平
和
で

繁
栄
す
る
ア
ジ
ア
を

克

賓



―
1
0
0
 0
年
ま
で
に
人
口
の
サ
イ
ズ
を
一
―
―
億
に
す
る
こ

経
済
開
発
と
人
口
計
画
の
目
標
は
、

八

0
年
の

G

N

P
を
さ
ら
に
倍
に
す

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
、

ま
た
生
態
学
的
な
環
境
も
維
持
し

お
り
ま
す
。

人
口
増
加
率
が
、

社
会
経
済
的
な
発
展
と
ペ
ー
ス
を
合
わ
せ
て

せ
ん
。

そ
し
て
、

質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

中
国
は
家
族
計
画
推
進
の
政
策
を
今
後
と
も
追
求
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

お
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

人
口
と
資
源
の
格
差
は
今
な

ま
た
穀
物
の
年
間
の
消
費
最
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

平
均
し
て

耕
作
地
は
、

毎
年
三

0
万
か
ら
四

0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

四

0

0
か
ら
一
、

新
し
い
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
の
人
口
は
、

九

人
と
い
う
数
字
に
ま
で
減
少
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

八
六
年
以
降
中
国
は
、

け
で
す
が
、

八
五
年
に
は
出
生
率
は
人
ロ
一
、

て
お
り
ま
す
。

-
0
年
間
、

済
改
革
の
政
策
、

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、

五
五
年
ま
で
年
間
一
、

ロ
グ
ラ
ム
増
え
て
お
り
ま
す
。

る
こ
と
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、

人
口
の
量
を
管
理
し
、

0
0
0
人
当
た
り
一

七
•
八

五

0

0
万
ま
で
増
え
る
で
し
ょ
う
。

1
0
0
億

キ

過
去
一

0
年
間
に

一
億
人
の
出
生
が
あ
っ
た
わ

の
所
得
は
あ
ま
り
上
昇
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

七
八
年
に
は
家
族
計
画
が
促
進

し
か
し
な
が
ら
、

も
と
も
と
人
口
規
模
が
大
き
か
っ
た
た
め
、

生
活
水
準
も
相
当
高
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
人
当
た
り

N

P
の
成
長
率
は
、

七
九
年
に
は
九
・
七
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
な
お
高

そ
し
て
門
戸
開
放
政
策
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

G
 

こ
の

中
国
の
経
済
力
は
大
幅
に
伸
長
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
経

今
こ
そ
人

IJ
と
開
発
に
つ
い
て
討
議
を
す
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
問
題
は
さ
ら
に
緊
急
度
を
増
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

人
口
の
急
増
が
あ
る
が
ゆ
え
に
起
き

ん
。

多
く
の
諸
国
は
、

れ
ど
も
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
、

ふ
た
た
び
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し

し
か
し
な
が
ら
そ
の
開
発
は
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て、 で
し
ょ
う
。

安
定
し
た
平
和
な
、

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ

し

て

繁

栄

す

る

ア

ジ

ア

を

作

っ

て

い

き

た

い

と

他
の
国
の
国
会
議
員
と
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し

世
界
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

中
国
の
全
人
代
は
、

皆
さ
ん
、

ア
ジ
ア
は
人
口
問
題
、

ま
た
は
社
会
経
済
の
発
展
と
い
う
点
で
、

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ま
、

~
 

.. 
~‘-

人
口
政
策
を
行
い
、

そ
し
て
過
去
の
経
験
に
学
び
、

将
来
を
是
正
し

し
た
が
い
ま
し
て
、

考
え
て
お
り
ま
す
。

私

ど

も

が

現

在

の

目

標

を

達

成

す

る

た

め

総

人

口

は

一

五

億

ぐ

ら

い

に

お

さ

え

る

こ

と

が

で

き

る

の
レ
ベ
ル
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ま

た

我

が

国

を

近

代

化

さ

せ

た

い

と

一
人
当
た
り
の

G
N
P
は
、

次

世

紀

に

か

け

て

は

中

進

国

と
で
あ
り
、

そ
し
て
ま
た
、

と
で
あ
り
ま
す
。

一
般
国
民
の
生
活
水
準
を
さ
ら
に
高
く
す
る
こ
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し
た
。

中

部

人

民

共

和

国

に

お

け

る

人

口

と

開

発

の

基

礎

皆

様

の

お

手

元

に

は

す

で

に

出

版

さ

れ

た

研

究

成

果

が

本

と

な

っ

て

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
、

私

ど

も

の

研

究

の

目

的

で

ご

ざ

い

ま

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出

生

率

を

抑

制

す

る

た

め

に

ど

の

よ

う

な

手

段

が

と

委
員
会
と
地
域
の
計
両
生
育
委
員
会
と
の
協
力
に
よ
り
、

人
口
抑
制
が
、

と

の
国
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
昨
年
、

配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
中
国
で
、

ま
し
た
。

｀
｀
ヽ

イ
ン
ト

ヽ

タ
イ

中
国
、

゜

ヽ

＞

、

ネ

ノ

ー

J

そ
の
他

中
国
に
お
け
る
研
究
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で

A
P
D
A
は、

人
口
と

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
し
た
。

私
も
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

い
く
つ
か
の
研
究
を
発
表
さ
せ

経
済
陥
発
と
近
代
化
と
、

そ

し

て

人

口

と

の

関

連

に

つ

い

て

の

お

話

が

ご

ざ

済
朋
発
庁
長
官
の
お
話
の
中
に
は
、

た
だ
き
ま
し
た
。

容
で
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

モ
ン
ソ
ド
長
官

ま

た

モ

ン

ソ

ド

国

家

経

開

発

に

関

す

る

問

題

に

閲

し

て

ア

ジ

ア

諸

国

と

共

同

研

究

を

行

っ

て

ま

い

り

国

家

計

画

生

育

く

に

出

生

抑

制

が

ど

の

程

度

行

わ

れ

て

い

る

だ

ろ

う

か

と

い

う

調

壺

を

行

う

る
非
常
に
包
括
的
な
、

理
論
的
な
内

人

u
問

題

に

関

す

か

ら

屈

渦

演

説

を

う

か

が

わ

せ

て

い

す
が

私
は
今
朝
、

践

的

な

問

題

が

た

く

さ

ん

ご

ざ

い

ま

中
国
ー
人
口

理

論

的

・

実

研究発

日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長

黒

田

俊

夫

町

開
発
に
関
す
る

基

礎

査

固
1
1
1
1
0
 

．
 

人
口
に
関
し
て
は
、
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け
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
効
果
的
に
実
施
し
て
い
る
か
と
い
う
実
践
的
、

理
論
的
な
問
題
の
中
核
だ

だ
け
れ
ば
よ
く
わ
か
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
形
で
家
族
計
画

る
経
過
に
つ
い
て
あ
ま
り
詳
し
く
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。

本
を
読
ん
で
い
た

私
に
与
え
ら
れ
た
時
間
が
大
変
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

中
国
に
お
け

川
省
の
家
族
計
画
委
員
会
と
協
力
し
て
、

凋
査
を
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、

私
ど
も
は
四
川
省
で
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四

に
適
応
す
れ
ば
、

家

族

計

画

も

有

効

で

あ

ろ

う

と

い

う

結

論

が

出

る

よ

う

に

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、

っ
て
出
生
率
を
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
効
果
的
、

よ
り
妥
当
な
政
策
を
家
族
計
画

は
必
ず
し
も
家
族
計
画
の
政
策
に
は
同
意
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し

し
か
し
、

人
口
学
者

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、

家
族
計
画
を
行
う
こ
と
に
よ

め
に
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
間
が
い
い
の
で

34

の
で
は
な
い
か
と
、

す

な

わ

ち

近

代

化

と

経

済

開

発

も

出

生

を

抑

制

す

る

た

ら
も
っ
と
効
果
的
な
政
策
は
、

家

族

計

画

派

と

経

済

開

発

派

の

中

間

に

あ

る

わ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

も
し
か
し
た

開
発
に
関
し
て
は
、

開
発
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
学
派
で
ご
ざ
い
ま
す
。

っ
と
重
要
で
あ
る
、

す

な

わ

ち

人

口

の

出

生

率

を

抑

制

す

る

た

め

に

は

経

済

張
し
て
い
る
学
派
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う

つ
の
学
派
は
、

学
派
と
い
う
も
の
で
、

家

族

計

画

政

策

が

大

変

大

き

な

役

割

を

果

た

す

と

主

経
済
開
発
が
も

こ
の
人
口
と

こ
の
二
つ
の
学
派
が
ケ
ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
の
討
議
を
戦

が
ご
ざ
い
ま
す
。

学
派
と
い
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
は
家
族
計
画

ご
案
内
と
思
い
ま
す
が
、

族
計
画
の
政
策
、

そ
の
他
関
連
す
る
経
済
、

究
成
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

近

代

化

と

人

口

転

換

に

関

し

て

は

二

つ

の

理

論

社

会

的

な

要

素

に

つ

い

て

の

研

凋
査
に
つ
い
て
、

皆
様
方
に
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家



た

ら

出

生

率

を

抑

制

す

る

こ

と

が

可

能

な

の

で

は

な

い

か

と

い

う

ふ

う

に

考

え
た
わ
け
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

都
市
化
率
な
ど
は
た
と
え
遅
れ
て
い
て
も
、

も

し

か

し

寧
省
が
一
六
％
と
い
う
ぐ
あ
い
で
、

四
川
省
と
江
蘇
省
は
後
進
性
が
あ
る
。

ま
た
文
盲
率
も
非
常
に
低
く
な
っ
て
お
り
、

ん
で
お
り
ま
す
。

吉
林
省
ニ
―
%
、

そ

れ

か

ら

遼

常
に
低
く
、

ま

た

都

市

化

率

も

吉

林

省

で

は

四

0
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

吉
林
省
で
は
第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
数
は
四
六
グ
心
と
非

っ
ぼ
う
都
市
化
率
と
文
盲
率
な
ど
に
お
い
て
は
、

吉

林

省

の

方

は

非

常

に

進

三
二
％
、

江
蘇
省
で
三
四
％
と
、

両

方

と

も

後

進

性

が

高

い

わ

け

で

す

。

し、

市
化
率
は
四
川
省
は
一
四
％
、

江

蘇

省

で

は

一
六
光
‘

文

盲

率

は

四

川

省

で

は
｀
四
川
省
で
は
七
四
％
、

江

蘇

省

で

は

六

六

％

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

都

き
ま
す
と
、

江

蘇

省

と

四

川

省

に

お

け

る

第

一

次

産

業

に

従

事

す

る

人

の

数

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

英

文

報

告

書

の

―
四
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ

し
な
が
ら
、

こ

の

よ

う

な

後

進

性

が

あ

る

一
方
で
、

出

生

率

は

非

常

に

抑

制

非
常
に
多
い
し
、

都
市
化
が
非
常
に
遅
れ
て
い
る
、

文
盲
率
が
高
い
。

4ヽ

し
カ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

た

と

え

ば

｀

第

一

次

産

業

に

従

事

す

る

人

の

数

が

つ
の
江
蘇
省
は
、

社

会

経

済

的

な

開

発

か

ら

言

う

と

遅

れ

て

い

る

所

が

あ

遼

寧

省

を

比

較

研

究

の

対

象

し

た

理

由

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

四

川

省

と

も

う

り

し

て

い

る

英

文

報

告

書

の

―
四
ペ
ー
ジ
で
す
。

東

北

部

に

あ

る

吉

林

省

と

出

生

率

お

よ

び

社

会

経

済

的

な

指

標

を

示

し

た

も

の

が

、

お

手

元

に

お

配

で
や
っ
て
み
た
わ
け
で
す
。

済

開

発

で

大

変

似

て

い

る

と

思

わ

れ

る

江

蘇

省

ま

た

吉

林

省

．

遼

寧

省

の

間

た

゜
そ

う

い

う

わ

け

で

比

較

研

究

を

行

っ

て

み

ま

し

た

。

四

川

省

と

社

会

経

川
省
の
現
実
を
知
る
こ
と
は
、

大

変

に

関

心

の

あ

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

し

と

ほ

ぼ

匹

敵

す

る

と

言

っ

た

ら

よ

ろ

し

い

で

し

ょ

う

。

我

々

に

と

っ

て

は

四

も

あ

り

ま

す
3

人

口

は

一
億
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

四
川
省
は
非
常
に
大
き
な
省
で
、

こ

れ

は

日

本

の

総

人

口

面

積

は

日

本

の

国

土

面

積

の

•
五
倍
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ま
す
。

つ
ま
り
、

地

域

ご

と

に

社

会

経

済

的

な

要

因

を

考

え

な

が

ら

設

定

具
体
的
な
家
族
計
画
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
打
ち
出
し
て
い
た
と
、

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

四
川
省
で
家
族
計
画
が
成
功
し
た
と
い
う
裏
に
は
、

や
は
り
家
族
計
画
に
対
す
る
教
育
、

あ

る

い

は

広

報

活

動

が

必

要

で

あ

る

と

私
は

つ
の
結
論
を
見
出
し
た
わ
け
で
す
。

ま

た

こ

の

四

川

と

江

蘇

の

二

つ

の

省

は

も

し

か

し

た

ら

機

関

車

の

役

割

を

抑

制

と

い

う

列

車

を

引

っ

張

っ

て

行

く

こ

と

が

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

思

っ
た
わ
け
で
す
。

こ
と
が
言
え
ま
す
。

状
況
を
考
え
ま
す
と
、

中

央

政

府

の

政

策

に

晶

づ

い

た

画

一

的

な

取

組

を

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

そ
れ
ぞ
れ
地
域
ご
と
、

全

国

ど

の

省

も

地

方

ご

と

の

出

生

そ
し
て
ど
う
す

れ
ば
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
政
府
、

れ

ぞ

れ

の

地

域

ご

と

に

異

な

っ

て

も

か

ま

わ

な

い

の

で

は

な

い

か

と

思

う

わ

け
で
あ
り
ま
す
。

で

す

か

ら

四

川

省

の

家

族

計

圃

政

策

を

計

画

生

育

委

員

会

の
人
た
ち
と
検
討
し
た
あ
と
、

―

つ

に

は

分

類

化

さ

れ

た

指

導

要

項

を

設

定

し

た

と

い

う

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

そ
し
て
地
方
ご
と
、

度
強
く
押
し
進
め
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
は
、

そ

に
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

努
力
と
か
、

ど
の
程

や
は
り
家
族
計
画
政
策
も
、

そ

れ

ぞ

れ

の

地

方

政

府

ご

と

に

政

策

を

独

自

画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

が
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、

私
の
考
え
は
｀

ど

う

す

れ

ば

家

族

計

策
を
取
り
な
が
ら
、

出

生

率

に

は

非

常

に

差

が

出

て

来

て

い

る

と

い

う

現

実

率
の
低
下
に
は
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

地

方

政

府

が

ほ

と

ん

ど

同

じ

よ

う

な

政

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

当
初
私
は
、

中
国
に
お
い
て
は
、

計
圃
政
策
を
打
ち
立
て
、

非

常

に

積

極

的

に

押

し

進

め

て

き

た

と

い

う

こ

と

四

川

省

の

地

方

の

計

画

生

育

委

員

会

が

独

自

な

家

族

ま
た
人
口
分
布
が
非
常
に
不
均
衡
で
す
。

ヽ

こ

f
 

っ

こ
．
つ
し

と
く
に
四
川
省
は
、

非
常
に
人
口
が
大
き
い
、

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

ま

た

土

地

も

広

い

と

い

う

ほ
か
の
省
に
率
先
し
て
、

出
生
率
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す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

地

方

よ

り

都

市

の

方

が

出

生

率

が

高

く

な

っ

て

一

年

か

ら

八

五

年

の

出

生

率

と

自

然

増

加

率

が

示

さ

れ

て

い

る

か

と

思

い

ま

で
は
、

報

告

書

の

五

0
ペ

ー

ジ

を

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

で

し

ょ

う

か

。

八

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

興

味

深

い

こ

と

と

し

て

指

摘

で

き

る

か

と

思

い

ま

す

。

織
だ
け
で
は
な
く
、

そ

の

他

の

関

連

機

関

と

も

非

常

に

密

接

な

水

平

関

係

が

っ

と

下

へ

と

い

う

垂

直

的

な

流

れ

に

な

り

ま

す

。

同

時

に

家

族

計

画

の

組

四
川
省
に
関
し
て
は
、

垂
直
的
な
面
で
は
、

地
方
政
府
の
ト
ッ
。
フ
か
ら
ず

思
い
ま
す
。

計
画
の
組
織
に
関
し
て
も
、

垂

疸

的

お

よ

び

水

平

的

な

分

類

が

で

き

る

か

と

し

て

避

妊

方

法

を

考

え

れ

ば

い

い

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ
‘

ま

t

家

族

あ

っ

た

形

で

進

め

ら

れ

て

い

く

べ

き

で

あ

り

、

い
ろ
い
ろ
違
っ
た
方
法
が
、

条

件

に

コ

ン

ド

ー

ム

が

使

わ

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

し

た

。

っ
た
ま
ま
で
す
。

工

場

長

が

[
U
D
で

は

な

く

コ

ン

ド

ー

ム

が

い

い

と

い

う

こ

と

を

推

戚

し

、

し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
、

そ

れ

ぞ

れ

の

独

自

性

を

考

慮

そ

の

場

合

I

U

D
は

使

え

な

い

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

つ
ま
り
、

シ

フ

ト

労

働

で

八

時

間

働

か

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

八

時

間

立

こ

で

は

避

妊

方

法

と

し

て

コ

ン

ド

ー

ム

が

ほ

と

ん

ど

を

占

め

て

お

り

ま

し

た

。

で
す
。

た
だ
大
き
な
工
場
等
で
は
、

若
い
女
性
が
か
な
り
働
い
て
お
り
、

そ

そ
の
他
が

O
•

七
八
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ

れ

は

四

川

省

全

体

の

数

字

手
術
、

-
％
が
女
性
不
妊
手
術
、

コ
ン
ド
ー
ム
と
ピ
ル
が
七
・
ニ
八
飴
、

実
行
さ
れ
て
い
る
避
妊
方
法
は
、

四
三
％
が

I
U
D
、

ニ
八
％
が
男
性
不
妊

報

告

書

の

四

三

ペ

ー

ジ

を

ご

覧

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

四
川
省
で

興
味
深
い
こ
と
で
す
。

異

な

っ

た

家

族

計

画

の

方

法

が

問

え

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

そ

れ

は

非

常

に

に

細

か

く

地

域

が

分

か

れ

る

と

い

う

こ

と

で

あ

り

、

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
た
と
、

し
た
が
っ
て
、

そ

の

中

で

さ

ま

ざ

ま

に

同
じ
四
川
省
の
中
で
も
、

さ

ら

ま
た
自
然
状
況
等
も
考
慮
し
て
実
行
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
打
ち
出
し
て
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化
が
家
族
計
画
を
助
け
た
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

て
家
族
計
画
が
押
し
進
め
ら
れ
た
国
だ
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
経
済
の
近
代

発
展
も
重
要
で
す
。

シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
で
も
、

経
済
発
展
に
よ
っ

発
展
が
役
に
立
た
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済

っ
て
出
生
率
を
下
げ
る
こ
と
は
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
。

社
会
経
済
的
な
条
件
が
異
な
っ
て
い
て
も
、

や
は
り
家
族
計
画
に
よ

も
う
一
度
確
認
し
た
い
こ
と
は
、

家

族

計

画

学

派

と

い

う

人

た

ち

の

意

見

の
出
生
率
は
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

四
川
省
の
み
は
上
が
っ
て
来
て
い
ま
す
。

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、

八
五
年
に
は
遼
寧
、

吉
林
、

江
蘇
省

て
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
、

あ

る

い

は

若

干

上

が

っ

て

い

る

よ

う

な

結

果

た

だ
ヽ

四
川
省
の
数
字
は
非
常
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

八
五
年
に
は
ず
い
ぶ
ん
落
ち
込
み
、

で
き
た
わ
け
で
す
。

出
生
率
を
見
て
み
ま
す
と
、

遼
寧
省
、

韓
国
で
も
、

遼
寧
省
と

ま
た
江
蘇
省
も
落
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

平
均
値
と
し

も

ち

ろ

ん

経

済

も
ち
ろ
ん
、

そ
し
て
出
生

吉
林
省
な
ど
は

そ
の
後
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
出
生
率
は
非
常
に
地
域
的
に
落
ち
込
ん

す
。

が
出
生
率
は

一
九
八

0
年
に
お
い
て
は
低
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
り
ま

吉
林
省
の
ほ
う
が
ず
っ
と
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

四
川
省
の
ほ
う

伽
と
い
う
、

非
常
に
低
い
数
字
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
、

く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
出
生
率
で
は
、

四
川
省
は
八

0
年
に

•
九

化
が
か
な
り
進
ん
で
お
り
、

ま

た

四

川

省

や

江

蘇

省

に

比

べ

て

文

盲

率

も

低

ま
た
報
告
書
の

―
四
ペ
ー
ジ
に
戻
り
ま
す
と
、

遼
寧
省
と
吉
林
省
は
工
業

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

に
戻
っ
て
来
た
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
都
市
の
ほ
う
が
出
生
率
が
若
干
高
く

こ
れ
ら
都
市
か
ら
地
方
に
下
放
さ
れ
た
人
々
は
、

お
り
ま
す
。

文
化
大
革
命
の
時
に
若
い
人
た
ち
が
都
市
か
ら
地
方
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

-
0
年

た

っ

て

ま

た

都

市

で
も
、

と
く
に
四
川
省
に
お
い
て
も
言
え
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
ど
の
国
で
も
一
般
的
な
状
況
か
と
思
い
ま
す
が
、

中
国
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ご
静
聴
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

で
す
か
ら
、

経

済

発

展

が

出

生

率

の

問

題

を

後

家
族
計
画
と
経
済
発
展
と
は
、

双

方

を

関

連

し

て

考

え

な

く

を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

わ
け
で
す
。

こ
れ
は
や
は
り
韓
国
の
場
合
に
は
、

経

済

発

展

が

大

き

な

役

割

す
る
の
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

や

っ

と

こ

れ

を

実

現

し

た

七
陥
あ
る
い
は
一
八
陥
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

粗
出
生
率
を
二

O
伽
以
下
に

押
し
進
め
る
役
目
を
果
た
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、

家

族

計

画

政

策

を

効

果

的

に

な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

韓
国
の
経
済
発
展
、

た
も
の
が
社
会
経
済
的
な
発
展
要
因
と
し
て
、

粗
出
生
率
が
一

工
業
化
、

都
市
化
、

そ
う
い
っ

押
し
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出

生

率

の

低

下

は

そ

れ

ほ

ど

早

く

は

生

じ

き
ま
し
た
。

韓
国
の
家
族
計
画
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
非
常
に
強
力
で
、

か
つ
強
く

に
早
か
っ
た
の
で
す
が
、

韓

国

の

場

合

に

は

つ

い

最

近

に

な

っ

て

下

が

っ

て

じ
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

シ

ソ

ガ

ポ

ー

ル

の

場

合

は

出

生

率

の

低

下

は

非

常

率
が
下
が
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ

れ

は

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

で

も

韓

国

で

も

同
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話
し
す
る
つ
も
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

あ
っ
て
も
、

こ
う
と
す
る
人
も
多
く
あ
り
ま
す
。

お

互

い

が

人

日

と

食

糧

と

い

う

こ

し

か

し

交

渉

の

内

容

を

私

は

今

日

は

お

カ
ン
ビ
ー
フ
の
角
は
と
れ
た
か
な
と
い
う
こ
と
で
、

本
の
国
内
で
は
、

佐
藤
隆
は
ア
メ
リ
カ
と
随
分
や
り
合
っ
た
な
と
、

ア
メ
リ

い

つ

も

私

の

ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

で

あ

る

問
題
が

難
に
満
ち
た
日
々
を
悪
戦
苦
闘
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

多

忙

な

さ

な

か

に 苦

農
林
水
産
大
臣
在
任
中
は
、

日

本

が

直

面

し

て

お

り

ま

す

日

本

と

ア

メ

リ

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
は
じ
め
皆
様
に
、

大
変
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

心

か

ら

感

胡
克
｛
貫
副
議
長
、

ミ
ッ
タ
ー
ル
事
務
総
長
、

ラ
ー
マ

•
オ
ス
マ
ン
副
事
務
総

帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、

。

C

4

 

~. 

・
フ
ォ
ー
ラ
ム よ

う

昨
年
暮
れ
、

農
林
水
産
大
臣
の
撒
を
辞
し
、

や
く
ェ
イ
シ
ャ
ソ

カ
の
農
産
物
貿
易
問
題
の
解
決
を
始
め
、

数
多
く
の
懸
案
処
理
の
た
め
、

「
人
口
•
開
発
」

私

の

脳

裏

か

ら

離

れ

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

職

を

辞

め

て

か

ら

日

興

味

深

く

私

の

話

を

聞

四

一

七

日

間

に

わ

た

る

無
沙
汰
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

旧

知

の

同

志

の

皆

様

に

は

大

変

御

ざ
い
ま
す
。

ご
列
席
の
皆
様
、

し

ば

ら

く

で

ご

二

佐

藤

隆

A
F
P
P
D
議
長

ー
人
口
と
貪
耀
の
解
決
な
く
し
て
繁
栄
も
平
和
も
な
し
ー

主
要
食
糧
は
自
給
体
制
の
確
立
で

人

日

と

食

糧



費
さ
れ
る
と
い
う
自
給
体
制
を
確
立
し
、

ま
ず
主
要
食
糧
は
可
能
な
限
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
生
産
し
、

消

今
日
、

私
が
お
話
を
し
よ
う
と
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の、

私
が
集
約
し
た
認
識
を
端
的
に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が

で、

数
多
く
の
経
験
と
教
訓
を
得
ま
し
た
。

最
も
大

す
。

私
は
農
林
水
産
大
臣
在
任
中
に
、

世

界

人

口

に

か

か

わ

る

問

題

点

の

中

と

も

に

情

熱

を

傾

け

て

取

り

組

む

こ

と

を

お

誓

い

し

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

展
過
程
に
お
け
る
人
口
の
地
域
構
造
、

麻
齢
化
問
題
等
に
、

さ
ら
に
皆
様
と

た
め
に
横
た
わ
る
食
糧
、

環
境
、

そ
し
て
資
源
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、

経
済
発

私
は

A
F
P
P
D
の
議
長
と
し
て
、

々
の
リ
ー
ダ
ー
、

サ
デ
ィ
ッ
ク
女
史
が
サ
ラ
ス
氏
の
後
任
と
し
て
、

多
く
の

と
く
に
長
き
に
わ
た
り
、

人
口
と
開
発
に
関
心
を
も
っ
て
来
ら
れ
た
、

我

あ
り
ま
す
。

員
代
表
者
会
議
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
、

意
義
深
い
、

感
慨
深
い
こ
と
で

A
P
D
A
の

第

五

回

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

国

会

議

さ
て
、

皆
様
と
共
に
敬
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
故
ラ
フ
ェ

ア

Jレ

こ
こ
に
改
め
て
皆
様
の
ご
協
力
に
悠
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
さ
れ
、

充
分
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
ご
参
加
の
国
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

独

自

の

立

場

か

ら

行

動

を

起

事
実
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
の
重
大
性
か
ら
、

長
と
し
て
、

昨
年
七
月
の

「
ア
ジ
ア
人
ロ
―
―

1
0
億
人
の
日
」

U
N
F
P
A
の
協
力
を
得
て
、

氏
の
お
国
で
、

こ
の
際
改
め
て
、

A
F
P
P
D
議

・
サ
ラ
ス

国
々
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

人
口
問
題
解
決
の

そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
が
、

き

な

関

心

を

い

だ

い

て

い

る

人

類

の

生

存

に

か

か

わ

る

食

糧

問

題

に

つ

い

て

足

ら

ざ

る

と

こ

ろ

を

安

定

的

な

輸

東
京
で
全
世
界
に
向
け
、

ま、
'’ 

私
は
大
臣
職
に
あ
り
ま
し
た
が
、

さ
か
の
ぽ
り
ま
す
が
、

で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
に
つ
い
て
、

こ
の に

共

通

の

認

識

を

持

ち

た

い

と

い

う

願

望

を

申

し

上

げ

た

い

の
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の
お
話
と
い
た
し
ま
す
。

断、

信
ず
る
と

様
に
屯
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
、

つ
の
判

本
会
議
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
皆
様
、

画
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

九
月
に
イ
ン
ド
で
聞
く
予
定
の
婦
人
会
議
と
、

一
九
日
午
前
、

A
F
P
P
D
の
運
営
委
員
会
を
行
い

ざ
る
温
か
い
友
情
が
い
っ
そ
う
、

私
の
心
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

私
は
今
、

新
た
な
使
命
感
に
燃
え
て
お
り
ま
す
。

同

志

の

皆

様

の

変

わ

ら

取
り
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
列
席
の
皆
様
一
人
一
人
が
、

世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
の
国
々
で
、

こ
の
問
題
に
対
す
る
認

食
粗
の
解
決
な
く
し
て
は
、

人

類

の

繁

栄

も

世

界

平

和

も

あ

り

得

な

い

と

確

い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
上
張
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

何
は
と
も
あ
れ
、

人
口
と

会
議
、

入

に

よ

っ

て

安

定

供

給

す

る

と

い

う

大

原

則

を

確

立

す

べ

き

で

あ

る

と

考

え

ま
た
先
進
国
、

食
糧
の
輸
出
国
で
あ
っ
て
も
、

(
N
I
E
s
)
 

輸
入
国
で
あ
っ
て
も
、

途
上
国
で
あ
れ
、

余
り
物
を
飢
餓
に
苦
し
む
国
に
与
え
る
と
い
う
考
え
方
は
誤
り
で
あ
り
、

ワ

シ

ン

ト

ソ

大

学

と

カ

ー

ネ

ギ

ー

財

団

の

共

催

に

よ

る

日

米

農

業

政

策

促

進

あ
る
い
は
一
九
八
七
年
の
第
二
回
北
京
会
議
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
始
め
、

信
し
て
お
り
ま
す
。

識
を
浸
透
さ
せ
、

こ
の
会
議
終

f
後
の

哲
学
と
言
っ
て
は
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

こ
ろ
を
申
し
上
げ
、

的

確

な

ア

ク

シ

ョ

ソ

を

お

A
F
P
P
D
活

動

の

長

期

計

ご

出

席

の

皆

人

口

と

食

糧

の

政

治

家

と

し

て

の

私
は
、

今

申

し

上

げ

た

よ

う

な

考

え

方

を

一

九

八

六

年

の

米

国

ジ

ョ

ー

ジ

も
含
め
た
共
通
の
認
識
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

常
に
気
象
条
件
に
よ
っ
て
お
び
や
か
さ
れ
る
第
一
次
産
業
こ
そ
、

備

蓄

問

題

す
。

策
と
し
て
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、

共

通

の

認

識

を

持

つ

必

要

が

あ

り

ま

一
ー
ズ

共

通

の

食

糧

政

ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
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せ
ん
。

で
も
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
議
員
組
織
が
誕
生
し
ま
し
た
。

て
お
り
ま
す
。

環
境
と
人
口
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
努
力
を
し
て
い

四
％
で
あ
り
ま
す
。

点
の
二
つ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、

人
口
は
一
億
ニ
ニ

0

0
万、

日
本
は
す
で
に
世
界
の
平
均
よ

地
球
の
五

0
億
の
人
口
に
対
し
て
一
―
•

地
球
全
体
の
陸
地
の
面
積
か
ら
考
え
ま
す
と
、

わ
ず
か

0
•

三
％
に
過
ぎ
ま

さ
て
日
本
は
、

国
土
面
積
は
わ
す
か
三
七
万
八

0
Q
Q
'
]
j
で
あ
り
ま
す
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
会
合
に
出
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
、

ど
人
口
問
題
と
い
う
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で

環
境
問
題
に
、

と
く
に
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
関
心
を
持
て
ば
持
つ
ほ

苦
労
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
福
田
先
生
は
人
口
と
環
境
の
二
つ
の
問
題
で
今
ご

ど
も
が
と
く
に
お
願
い
し
て
、

福
田
赳
夫
先
生
に
会
長
を
勤
め
て
い
た
だ
い

こ
ち
ら
も
私

-!"'"'庫U幽暉'"""鴎潤9

tans・Meeting 
ivelopment 

て
ま
い
り
ま
し
た
。

三
年
前
、

日
本

も
っ
ぱ
ら
環
境
問
題
に
関
心
を
抱
い

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
日
ま
で

私
は
長
年
地
方
行
政
に
も
た
ず
さ

カントリーレポート•日見）

す
。

日
本
の
事
情
と
地
球
規
模
の
視

し
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

人

口

と

環

境

の

問

題

に

つ

い

て

少

衆
議
院
議
員
（
自
民
）

村

武

正

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
の
だ
め

過
密
・
過
疎
の
解
決
が
課
題

義
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い
ま
せ
ん
が
、

国

こ
°

f
 

る

い

は

大

都

市

の

過

密

問

題

と

地

方

の

過

疎

問

題

を

ど

う

解

決

し

て

い

く

か

。

こ

れ

が

一

貫

し

て

歴

代

内

閣

の

最

大

の

課

題

で

あ

り

ま

す

し

、

現

在

も

竹

下

総

埋

大

臣

は

ふ

る

さ

と

創

成

と

い

う

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

て

こ

の

問

題

に

チ

あ

ら

ゆ

る

努

力

を

こ

れ

か

ら

進

め

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

今

回

は

残

念

な

が

ら

バ

ン

グ

ラ

デ

ィ

シ

ュ

の

代

表

は

お

見

え

に

な

っ

て

ち

ょ

う

ど

あ

の

水

害

の

起

こ

っ

た

直

後

で

あ

り

ま

し

た

。

さ
て
私
は
、

昨
年
の

-
0
月

に

バ

ソ

グ

ラ

デ

ィ

シ

ュ

を

訪

問

い

た

し

ま

し

私

は

展

望

は

そ

う

明

る

く

は

な

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

が

、

ャ
レ
ン
ジ
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

4ヽ

ヽ

く
カ

‘
 

,>. 

国

全

体

の

均

衡

の

あ

る

発

展

を

ど

う

や

っ

て

図

っ

て

い

く

か

、

あ

言
え
る
と
思
い
ま
す
。

ど

う

や

っ

て

大

都

市

と

地

方

の

バ

ラ

ン

ス

を

取

っ

て

構
造
、

こ
の
矛
盾
が
、

国

内

的

に

は

も

っ

と

も

大

き

な

人

口

問

題

で

あ

る

と

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

日

本

の

国

に

お

け

る

こ

の

社

会

経

済

的

な

二

つ

の

の
な
い
、

後
継
者
の
い
な
い
、

活

力

の

な

い

地

域

社

会

に

変

わ

ろ

う

と

し

て

た
た
め
に
、

人

口

の

高

齢

化

が

急

速

に

進

ん

で

し

ま

い

ま

し

た

。

働

き

場

所

題
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
し
、

農

山

村

地

域

で

は

若

者

が

流

出

を

し

て

い

っ

は
地
価
の
高
騰
、

大
都
市
で
は
住
宅
の
不
足
や
、

あ
る
い

山
村
社
会
か
ら
大
都
市
へ
の
、

で
あ
り
ま
す
。

き
て
お
り
ま
す
。

大

都

市

で

は

ど

ん

ど

ん

人

が

増

え

農

山

村

で

は

人

が

減

っ

て

主

と

し

て

若

者

を

中

心

と

し

た

人

口

の

移

動

界

大

戦

後

の

四

0
年

間

に

大

規

模

な

移

動

が

起

こ

り

ま

し

た

。

い
わ
ゆ
る
農

さ
ら
に
問
題
は
、

こ
の
狭
い
日
本
の
中
で
の
人
口
移
動
で
す
。

大

き

く

の

し

か

か

っ

て

い

る

と

言

え

ま

す

。

す
規
模
に
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、

国
土
へ
の
人
口
の
。
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

一
層

活
発
な
経
済
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

世

界

全

体

の

G

N

P
の

そ
し
て
廃
棄
物
の
処
理
、

第

二

次

世

交
通
ラ
ッ
シ
ュ
、

水

の

汚

濁

等

々

様

々

な

公

害

問

一
割
を
起

す
る
。
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
な
り
高
い
と
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

り

は

か

な

り

人

口

密

度

の

高

い

国

で

あ

り

ま

す

。

そ
こ
へ

人

口

の

国

土

や

自

然

に

対
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地
球
の
環
境
を
守
る
た
め
に
こ
そ
、

人

口

問

題

に

真

剣

に

取

り

組

ま

な

け

れ

壊
を
起
こ
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

ィ
シ
ュ

の
水
害
に
代
表
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

要
の
問
題
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

さ

ま

ざ

ま

な

地

球

上

の

環

境

破

そ

の

こ

と

が

間

違

い

な

く

バ

ン

グ

ラ

デ

業
が
あ
り
、

あ
る
い
は
薪
炭
へ
の
需
要
の
高
ま
り
が
あ
り
、

さ

ら

に

木

材

需

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
人
口
の
増
加
が
あ
り
、

あ

る

い

は

焼

畑

農

0
万
ha
の
緑
が
着
実
に
こ
の
地
上
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
て
お
り
ま
す
。

そ

林
だ
け
を
例
に
取
り
上
げ
ま
し
て
も
、

ご

承

知

の

よ

う

に

一
年
間
に

現

在

世

界

の

人

口

は

五

0
億
を
超
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、

熱

帯

雨

の

地

域

数

ケ

国

の

環

境

の

問

題

と

深

く

係

わ

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

教

え

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し

て

年

間

六

0
0
万
hO
が

こ

れ

ま

た

着

実

に

砂

漠

に

姿

を

変

え

て

い

っ

て

い

で、

ガ
ソ
ジ
ス
川
や
。
フ
ロ
マ
ブ
ト
ラ
川
の
水
の
問
題
が
国
境
を
超
え
て
、

こ

水
量
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。

し

か

も

一

気

に

下

流

を

襲

う

と

い

う

こ

と

を
切
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
緑
が
減
る
。

同
じ
よ
う
に
雨
が
降
っ
て
も
、

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

た

め

に

木

お
り
、

そ
の
結
果
こ
こ

1
0
数
年
間
で
ネ
。
ハ
ー
ル
の
緑
が
半
分
ぐ
ら
い
減
っ

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
の
大
臣
か
ら
は
、

ネ
。
ハ
ー
ル
の
人
口
は
増
加
を
し
て

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

の
バ
ソ
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ

の

水

害

と

の

間

に

大

き

な

因

果

関

係

が

あ

る

と

い

う

る
い
は
北
部
イ
ン
ド
、

そ

う

い

う

地

域

の

人

口

の

問

題

と

緑

の

問

題

と

下

流

シ

ュ

の
上
流
の
ネ
。
ハ
ー
ル
、

プ
ー
タ
ン
、

あ
る
い
は
チ
ベ
ッ
ト
の

一
部
、

あ

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
、

そ
の
話
を
聞
き
ま
し
た
時
に
、

ゞ
ン
グ
ラ
デ
ィ

ノ

そ
し
て
、

な
ぜ
水
害
が
起
こ
る
の
か
、

し

か

も

な

ぜ

年

々

そ

の

水

害

が

大

き

ソ
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

の
皆
さ
ん
の
表
情
が
明
る
い
の
で
、

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
を
訪
問
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
が
、

意
外
と
バ

土

の

四

分

の

三

が

洪

水

の

被

害

を

受

け

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

し

か

し

私

は
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

責
任
を
ど
う
果
た
し
て
い
く
か
、

地

球

社

会

の

未

来

は

こ

の

一
点
に
か
か
っ

ヽ

、

A

ヽ

た
し
て
し

V
カ

五

0
億

の

人

類

が

こ

の

か

け

が

え

の

な

い

地

球

へ

の

愛

と

最

後

に

つ

つ
の
国
の
国
民
が
、

層
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

同

時

に

環

境

問

題

へ

の

取

り

組

み

が

ま
す
。

こ
の
会
議
に
も
是
非
ご
関
心
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

こ
の
会

地

球

の

環

境

保

全

に

関

す

る

世

界

会

議

を

東

京

で

開

く

こ

と

に

な

っ

て

お

り

福
田
赳
夫
先
生
の
助
言
に
よ
り
ま
し
て
、

日
本
政
府
は
こ
の
秋
に
初
め
て

り
ま
す
。

員

会

が

提

唱

い

た

し

ま

し

た

よ

う

に

持

続

可

能

な

発

展

を

世

界

で

実

現

し

て

こ
の
分
野
へ
の
積

極

的

な

貢

献

を

果

た

し

て

い

く

べ

き

で

は

な

い

か

と

い

う

ふ

う

に

思

っ

て

お

議
も
含
め
て
、

世
界
の
人
口
問
題
、

自

ら

の

国

へ

の

愛

と

責

任

を

ど

う

果

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

日
本
は
そ
の
意
味
で
、

人
口
の
安
定
化
と
環
境
の
保
全
を
図
り
、

環

境

と

開

発

に

関

す

る

世

界

委

や
は
り
総
合
的
に
対
策
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問
題
は
複
合
的
で
あ
り
ま
す
し
、

双
方
に
因
果
関
係
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
若
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
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と
り
わ
け
頭
の
痛
い
の
が
、

五、

難
問
が
山
積
し
て
い
た
。

農

地

改

革

実

施

な

ど

早

急

に

解

決

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

低
い
所
得
水
準
、

高
い
失
業
率
、

ふ
く
れ
上
が
る

し
か
し
、

一
皮
む
け
ば
、

そ

こ

に

は

共

産

ゲ

リ

ラ

や

国

軍

内

部

の

不

満

分

が
現
地
で
の

任
期
の
折
返
し
点
、

ま
な
お
権
力
基
盤
が
脆
弱
な
た
め
、

一
致
し
た
見
方
だ
っ
た
。

子
な
ど
反
政
府
努
力
や
、

累
積
債
務
問
題
、

七

0

0
万
人
と
も
五
、

八

0
0
万
人
と

も

い

わ

れ

る

人

口

が

政

府

の

社

会

経

済

計

画

の

前

に

大

き

く

立

ち

は

だ

か

っ

い
な
い
も
の
の
、

徐

々

に

安

定

化

の

方

向

へ

向

か

っ

て

い

る

i

と
い
う
の

.....................................、.............................................................................................................................................................................、,......』," 

マ―
● ""'"''● ラ会議を顧みて

.•.. 又‘ こゞ

不

安

定

要

因

は

完

全

に

解

消

さ

れ

て

は

0
0
0
日
を
乗
り
切
っ
た
ア
キ
ノ
政
権
は
、

（財）戸ジア人ロ・開発協会

て
参与・事務局長広 瀬 次 雄

し＼
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だ

っ
た

゜

も
上
が
る
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
で
、

一
世
帯
当
り
の
子
供
の
数
が
五
人

二
五

0
万
人
以
上
の
失
業
者
と
、

タ
プ
ー
“

”
 

関
心
集
め
た
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
報
告

マ
レ
ー
シ
ア
は
現
状
の
四
•
四
倍
の
人
口
増
を
計
画

宗
教
上
の
タ
プ
ー
を
抱
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
っ
た
。

よ
り
多
く
の
人
的
資
源
を
必
要
と
し
、

人

的

資

源

と

市

場

規

模

が

あ

っ

て

こ

そ

生

産

性

天
然
資
源
の
開
発
も
可
能
で
あ
る
、

人
口
は
人
的
資
源
で
あ
り
、

ア
は
経
済
開
発
を
進
め
る
た
め
に
、

と

い

う

の

が

そ

の

根

拠

あ
る
。

同

国

の

ダ

ト

ー

・

ザ

イ

ナ

ル

・
ザ
イ
ン
議
員
に
よ
れ
ば
、

マ
レ
ー
シ

0
0
0
万
人
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
い
う
国
も
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
別
格
で

マ
レ
ー
シ
ア
の
よ
う
に
、

現
在
一
、

六

0

0
万
人
の
人
口
を
さ
ら
に
七
、

中
国
と
、

と

り

わ

け

関

心

を

集

め

た

の

は

人

口

大

国

の

ム
リ
ー
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ

の

よ

う

な

国

情

の

下

で

閲

い

た

A
P
D
A
会
議
は
、

画

期

的

か

つ

タ

イ

え
て
い
く
か
。

•
ア
キ
ノ
政
権
が
背
負
っ
た
十
字
架
で
も
あ
る
。

人

口

問

題

解

決

の

た

め

に

こ

の

宗

教

上

の

を

い

か

に

乗

り

越

心
の
強
い
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
。

加
え
て
ー
~
同
国
々
民
の
八
五
形
が
、

人

工

的

避

妊

を

受

入

れ

な

い

宗

教

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

済
計
画
は
破
た
ん
し
、

深

刻

な

貧

困

と

失

業

問

題

が

ア

キ

ノ

政

権

を

痛

打

す

政
府
が
、

増
え
続
け
る
同
国
の
人
口
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

社

会

経

す
る
努
い
に
あ
る
。

間
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口
は
さ
ら
に
確
実
に
増
え
六
、

0
 0

0
万

人

を

突

破

万
人
の
不
完
全
雇
用
者
が
国
じ
ゅ
う
の
至
る
所
に
溢
れ
、

こ
こ

-: 
二
年
の

以
上
と
い
う
の
が
大
半
で
あ
る
。

七

0
0

て
い
る
現
実
で
あ
る

3

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
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農
村
部
で
は
女
性
は
労
働
力
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

二
人
目
の
出

部
で
は
積
極
的
な
対
応
が
得
ら
れ
た
が
、

農
村
部
で
は
別
の
問
題
が
あ
る
。

い
も
の
だ
』

『
一
人
っ
子
政
策
は
、

北
京
、

上
廂
、

天

津

そ

の

他

の

大

都

市

そ
れ
に
伝
統
的
な
国
民
の
態
度
は
、

何

十

年

も

か

か

ら

な

い

と

変

化

し

な

は
な
ら
な
い
。

人
当
初
は
出
生
率
が
大
幅
に
減
る
が
、

努

力

し

て

続

け

な

い

と

問

題

解

決

に

さ
ら
に
査
議
員
は
発
展
途
上
国
へ
の
警
告
と
し
て
、

『
家
族
計
画
は
、

導

抑

え

な

く

て

は

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

を

認

識

し

て

お

く

べ

き

だ

っ

た

』

答
え
た
。

農
村
部
で
は
二
人
目
の
出
産
も
許
可

と

っ
て
い
る
。

と
く
に
人
口
増
加
は
、

も
っ
と
早
く
五

0
年

代

頃

に

出

生

率

を

れ

に

対

し

壺

議

員

は

素

直

に

『
私
共
は
両
方
の
分
野
で
過
ち
を
犯
し
た
と
思

ラ
ム
の
過
ち
な
の
か
、

経
済
政
策
の
過
ち
だ
っ
た
の
か
』

と
質
問
し
た
。

こ
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0
年
間
、

い
ろ
い
ろ
な
間
違
い
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

そ
れ
は
人
口
。
フ
ロ
グ

壺
議
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
め
ぐ
り
、

イ
ン
ド
の
議
員
が

『
中
国
で
は
過
去
四

人
口
計
画
、

経
済
政
策
の
両
方
で
過
ち

し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

lJ
し
こ
°

惧

t

②
を
除
い
て
は
、

資
源
不
足
、

二

―

世

紀

の

中

頃

ま

で

に

は

人

口

転

換

を

完

了

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

予

現

在

の

日

本

と

よ

く

類

似

し

た

適

を

通

ろ

う

と

小
都
市
発
展
の
環
境
づ
く
り
④
環
境
問
題
、

を
あ
げ
、

中
国
は

歴
史
上
か
つ
て
な
い
労
働
力
が
確
保
で
き
る
③
大
都
市
人
口
の
抑
制
と
、

持
つ
新
た
な
特
色
と
し
て
①
高
令
者
が
急
増
②
―
―
一
世
紀
前
半
に
は
中
国
の

中
国
の
査
瑞
伝
・
全
人
代
常
務
委
員
は
、

中
国
…
二

中

こ

れ

か

ら

中

国

の

人

口

問

題

が

一
世
紀
半
ば
に
人
口
転
換
を
完
了



こ
と
、

夫

婦

の

自

由

意

志

や

選

択

に

基

づ

い

た

社

会

的

に

受

人

れ

ら

れ

た

人

れ

な

し、

゜
そ
こ
で
、

私
ど
も
は
国
民
に
対
し
、

自

然

な

受

胎

関

節

が

で

き

る

と
質
問
し
た
。

テ
プ
ス
議
員
は

『
人
工
的
な
避
妊
は
道
義
的
に
も
受
入
れ
ら

多
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、

人
口
政
策
と
宗
教
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
』

テ
ブ
ス
議
員
に
対
し
、

援
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

家
族
計
画
、

主
な
も
の
で
あ
る
。自

然
な
受
胎
調
節
で
…

日
本
の
武
村
正
義
議
員
が

『
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の

宗
教
の
カ
ベ
は
、

な
ど
が
、

じ、

人

口

政

策

に

関

連

す

る

正

確

な

情

報

収

集

を

求

め

る

算
と
し
て
組
む
よ
う
呼
び
か
け
る
。
④
大
統
領
に
対
し
、

国

の

統

計

局

を

通

R
地
方
自
治
体
に
歳
入
の

一
部
を
人
口
対
策
予

同
時
に
大
統
領
に
、

人

口

関

連

の

活

動

を

取

上

げ

て

い

る

非

政

府

機

関

を

支

フ
ィ
リ
ピ
ン
…
動
き
出
し
た
議
会

”
宗
教
と
人
口
“

と
家
族
計
画
の
難
し
さ
を
述
べ
、

ブ
ス
下
院
議
員
が
発
表
し
、

責
任
あ
る
家
族
計
画
を
採
択
す
る
。

宗
教
団
体
、

受
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
、

施
策
を
導
入
し
、

人
口
増
を
低
下
さ
せ
る
。

非
政
府
機
関
と
密
接
に
協
力
し
な
が
ら
、

有
効
で
、

承
認
し
、

社
会
的
に

50

②
人
口
委
員
会
を
強
化
し
、

内
容
は
①
大
統
領
に
対
し
、

人
口
政
策
を
明
快
に
打
ち
出
し
、

小

家

族

を

に
し
た
。

と
し
て
、

次

の

決

議

を

採

択

す

る

よ

う

政

府

に

呼

び

か

け

る

こ

と

を

明

ら

か

フ
ィ
リ
ピ
ソ
議
会
が
今
後
の
課
題
、

行
動
計
画

と
い
う
難
問
を
抱
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、

ゲ
リ
ー
・
テ

た

゜
の
佐
藤
隆
議
員
が
と
く
に
発
言
を
求
め
、

中

国

の

態

度

に

賛

辞

を

贈

っ

て

い

祉
議
員
の
卒
直
な
発
表
に
対
し
イ
ン
ド
の
ミ
ッ
タ
ー
ル
上
院
議
員
、

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

産
も
許
可
し
て
い
る
』

日
本

例

外

措

置

を

認

め



常
気
象
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
破
壊
に
よ
る
憂
慮
す
べ
き
事
態
も
、

突

き

い
ま
地
球
規
模
で
問
題
化
し
て
い
る
砂
漠
化
、

産
性
に
悩
む
ア
ジ
ア
の
国
々
の
悲
し
い
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
た
。

大
気
汚
染
、

酸
性
雨
、

迫
り
く
る
高
令
化
社
会
へ
の
不
安
を
訴
え
る
国
も
ふ
え
て
き
た
。

異

方
、 な

お
深
刻
な
貧
困
と
高
い
出
生
率
、

高
い
乳
児
の
死
亡
率
、

低

い

農

業

の

生

僅
か
二
日
間
の
短
か
い
マ
ニ
ラ
会
議
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
こ
で
は
、

い
ま

”
人
口
問
題
＂

ろ
う
か
。

と
は
、

現

代

に

生

き

る

人

類

が

抱

え

る

”
業
ll

な
の
で
あ

人
口
問
題
の
解
決
は
人
類
愛
で

の
重
要
性
も
改
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

家
族
計
画
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、

食

糧

資

源

問

っ
た
こ
と
が
強
関
さ
れ
た
。

婦
人
の
地
位
の
向
上
と
、

教

育

題

に

対

す

る

適

切

な

対

策

が

必

要

と

な

村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
入
に
伴
っ
て
発
生
す
る
環
境
汚
染
、

一
世
紀
に
入
る
と
高
令
化
現
象
が
起
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、

農

こ
の
ほ
か
、

今

回

の

会

議

で

は

中

国

の

ほ

か

に

イ

ン

ド

や

韓

国

か

ら

も

婦
人
の
地
位
向
上
と
教
育
の
重
要
性
も

か
ら
だ
』

と
積
極
的
に
こ
の
問
題
と
取
組
ん
で
い
く
力
強
い
姿
勢
を
示
し
た
。

の
大
事
な
人
口
問
題
に
つ
い
て
は
、

宗

教

界

と

協

力

で

き

る

と

思

っ

て

い

る

硬
直
し
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
、

あ
ま
り
力
を
落
し
て
い
な
い
。

こ

こ、． 

さ
ら

『
教
会
や
宗
教
界
の
方
々
が
か
な
り

て
い
る
、 人

工
の
方
法
で
あ
れ
、

と
述
べ
た
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
、

と

い

う

こ

と

の

認

識

を

植

え

つ

け

よ

う

と

し

れ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
議
会
は
、

国

民

に

人

口

は

解

決

し

受
胎
調
節
は
教
会
の
許
す
と
こ
ろ
で
あ
る
』

と

答

え

た

。

自

然

の

方

法

で

あ

工
的
避
妊
の
方
法
も
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
自
然
な
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人
類
愛
に
深
く
根
ざ
す
発
言
だ
け
に
印
象
的
だ
っ
た
。

人
口
問
題
が
、

選
挙
の

に
役
立
た
な
い
と
い
う
現
状
下
で
の
、

中

龍

夫

A
P
D
A
理
事
長
の
挨
拶
に
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
波
打
っ
た
。

急
ご
う
で
は
な
い
か
』

と
、

情
報
を
交
換
し
、

そ

れ

ぞ

れ

の

国

の

社

会

経

済

開

発

に

適

し

た

人

口

凋

整

を

る
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
議
員
は
さ
ら
に
各
国
間
の
連
絡
を
密
に
し
、

頻
繁
に

こ

の

問

題

の

取

組

み

に

つ

い

て

『
ア
ジ
ア
を
救
い
、

ー
と
い
う
宿
命
が
あ
る
。

確
か
に
、

人
口
問
題
に
は
、

つ
の
問
題
解
決
が
新
た
な
問
題
を
生
む
—

ら
れ
た
か
ら
だ
。

込
み
が
、

中
国
や
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
発
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

繁
栄
の
た
め
に
相
携
え
て
、

こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
、

と

い

う

意

気

宗
教
、

政
治
、

経
済
の
相
違
を
素
直
に
乗
り
越
え
、

し
か
し
、

こ
ん
ど
の
会
議
に
は
、

救
い
が
あ
っ
た
。

各
国
が
文
化
、

詰
め
れ
ば
こ
の

”
人
口
問
題
＂

切
々
と
呼
び
か
け
、

“
得
票
“

人
類
の
平
和
と
安
全
、

力

強

く

感

じ

世

界

平

和

を

達

成

す

会

議

を

締

め

く

く

っ

た

田

と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。

思
想
、
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況
が
刻
々
と
隣
の
コ
ン
ピ

場
所
を
示
し
て
い
る
。

ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム
に
送
ら
れ
て
い
る
。

道

路

地

図

各
信
号
機
に
は
監
視
装
置
が
装
填
さ
れ
、

道

路

の

状

地
図
が
あ
る
。

地
図
上
に
は
赤
や
黄
色
の
豆
電
球
が
つ
き
、

一
階
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
正
面
に
、

マ

田
中
団
長
、

マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
交
通
混

雑

を

緩

和

す

る

た

め

に

設

置

さ

れ

た

マ

ニ

ラ

首

都

圏

交

通

制

御

セ

ン

タ

ー

に

ラ

首

都

圏

の

大

き

な

道

路

信

号

機

の

設

置

向
っ
た
。

八
二
年
に
三
八
億
六
千
万
円
の
円
借
款
に
よ
り
、

行
っ
た
。

関
山
議
員
他
、

六
名
の
視
察
団
一
行
は
ま
ず
、

一
九

フ

ィ

リ

ピ

ン

に

お

け

る

経

済

協

力

援

助

の

様

子

を

実

際

に

見

る

べ

く

視

察

を

二
月
十
九
日
、

二
日
間
に
わ
た
る
会
議
日
程
を
終
え
た
日
本
議
員
団
は
、

日本の円借款で設置されたマニラ首都圏交通制御を視察

する田中龍夫団長、関山信之議員一行
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田
中
団
長
の
、

フ
ィ
リ
ビ
ソ
人
の
国
民
性
と
苦
労
し
て
い
る
点
は
、

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

年
の
受
講
者
は
一
九
八
八
人
で
、

‘
 

と
し

将
来
は
一
―
千
六
百
人
く
ら
い
に
は
増
や
し

経
営
者
や
労
働
者
で
あ
る
。

研
修
期
間
は

一
週
間
か
ら
十
日
く
ら
い
で
、

昨

ス
と
商
業
用
日
本
語
の
研
修
で
あ
る
。

研

修

の

対

象

者

は

主

に

中

小

企

業

の

ク
や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
研
修
す
る
。

そ
し
て
、

（
季
節
等
）

貿
易
実
務
の
た
め
の
コ
ー

国

の

状

況

に

合

わ

せ

た

展

示

会

の

開

催

の

仕

方

等

の

テ

ク

ニ

ッ

準
を
作
る
た
め
の
展
示
研
修
が
あ
る
。
自
国
の
商
品
を
輸
出
す
る
際
、

相
手

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

次

に

日

本

等

の

輸

出

相

手

国

の

状

況

に

合

わ

せ

た

基

つ

い

て

実

験

を

行

い

規

格

の

必

要

性

を

政

府

民

間

に

広

く

啓

蒙

す

る

た

め

の

ィ
リ
ビ
ン
は
規
格
の
無
い
国
で
あ
る
た
め
、

特
に
繊
維
、

食
品
、

家
具
等
に

現
在
の
主
な
活
動
の
内
容
は
、

ま
ず
、

輸
出
試
験
検
査
研
修
が
あ
る
。

フ

技
術
協
力
を
実
施
中
で
あ
る
。

度
二
四
億
―
二
千
二
百
万
円
無
償
資
金
協
力
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
。

一
九
八
七

術
の
指
導
及
び
展
示
方
法
な
ど
の
技
術
移
転
を
行
う
た
め
に
、

一
九
八
六
年

務
に
精
通
し
た
人
材
の
従
成
、

主

要

輸

出

産

品

の

品

質

向

上

に

係

る

検

査

技

こ
の
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、

フ

ィ

リ

ビ

ン

の

貿

易

振

興

の

た

め

に

貿

易

実

長
、

松
本
リ
ー
ダ
ー
、

白
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
近
代
的
ビ
ル
で
あ
る
。

次
の
視
察
地
で
あ
る
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
は
一
九
八
八
年
に
完
成
し
た
、

死
傷
者
が
か
な
り
減
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
お
か
げ
で
、

マ
ニ
ラ
市
内
の
交
通
事
故
に
よ
る

に
信
号
の
統
一
指
令
を
す
る
装
置
も
あ
る
。

す
た
め
の
掲
示
版
へ
の
指
示
を
出
し
て
い
る
。

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
判
断
し
、

の
両
脇
に
は
十
四
の
テ
レ
ビ
が
あ
り
、

主
要
な
箇
所
の
道
路
状
況
を
テ
レ
ビ

指
命
を
出
し
た
り
、

運

転

者

の

注

意

を

促

緊

急

自

動

車

の

通

行

の

た

め

テ

ィ

ロ

ナ

所

そ
し
て
宮
本

J
I
C
A
所
長
の
出
迎
え
を
受
け
る
。

年
二
月
よ
り
五
年
間
の
予
定
で
八
名
の
長
期
専
門
家
が
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
、
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且濯璽,.,.. , 輝I閤,,,,,,,,,,,,●',":, 咄',/1 し亡

海外青年協力隊との懇談会で挨拶する田中龍

夫APDA理事長

の
視

察

を

終

え

た

年

悔

外

協

力

隊

と

の

態

談

会

宮

本

J
I
C
A

じ

め

八

名

の

協

力

隊

の

方

々

懇
談
会
で
あ
る
。

「
不
便
な
所
で
御
活
躍
さ

田

中

団

長

と

昼

食

を

共

に

し

な

が

ら

の

所
長
、

松

本

リ

ー

ダ

ー

を

は

場
に
向
う
。

一
行
は
青

展
示
品
等
を
参
観
す
る
。

輸

出

用

の

交
換
の
あ
と
、

等
の
各
実
験
室
、

繊
維
、

木
工

い

て

日

本

の

協

力

の

必

要

性

を

感

じ

て

い

る

、

と
い
わ
れ
る
。

活

発

な

意

見

ま

た

市

場

に

閲

す

る

凋

査

が

不

足

し

て

い

る

た

め

、

調

在

の

方

法

等

に

つ

は
な
い
か
と
の
こ
と
。

い
の
で
人
材
活
用
を
う
ま
く
行
え
ば
、

こ

の

国

の

今

後

も

期

待

で

き

る

の

で

の

観

念

の

相

違

を

痛

感

し

て

い

る

と

の

こ

と

で

あ

る

。

た

だ

教

育

程

度

が

高

に
も
つ
な
が
る
。

そ
う
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、

民
族
性
の
違
い
、

時

間

こ
れ
は
、

車
検
制
度
が
無
い
こ
の
国
で
、

車
の
整
備
を
説
い
て
も
、

何

故

結
果
そ
の
も
の
よ
り
も
、

と
非
難
さ
れ
て
し
ま
う
そ
う
だ
。

車

を

幣

備

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

か

理

解

し

て

も

ら

え

な

い

と

い

う

こ

と

何

故

新

し

い

も

の

を

買

っ

て

き

て

す

ぐ

壊

す

の

か

フ

ィ

リ

ピ

ン

製

で

は

一
千
回
を
越
す
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

そ

し

て

実

験

験
を
行
っ
て
い
る
。

日

本

製

は

四

千

回

の

圧

力

を

加

え

て

も

壊

れ

な

い

が

、

用
と
し
て
街
か
ら
椅
子
を
購
人
し
、

圧

力

を

加

え

て

椅

子

の

強

度

を

図

る

実

の
も
と
、

日

本

の

製

品

と

フ

ィ

リ

ビ

ン

の

製

品

を

比

較

す

る

た

め

に

、

実

験

え

な

い

こ

と

の

苦

労

話

を

披

露

さ

れ

る

。

品

質

管

理

の

必

要

性

を

説

く

目

的

う
質
問
に
対
し
て
、

松
本
リ
ー
ダ
ー
は
、

規

格

の

必

要

性

を

理

解

し

て

も

ら
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謝
申
し
上
げ
た
い
。

日

を

返

上

し

マ

ニ

ラ

に

か

け

つ

け

て

下

さ

っ

た

協

力

隊

の

方

々

に

心

よ

り

感

日
曜
日
に
も
係
ら
す
、

(
A
P
D
A
事

務

局

桜
井
久
美
子
）

熱
心
に
説
明
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、

時
間
を
大

ltl
に
超
え
て
の
懇
談
で
あ
っ
た
。

一
端
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

視
実
に
直
面
し
て
い
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
貴
重
な
体
験
に
、

も
貧
困
の
犠
牲
に
な
る
の
は
ま
ず
子
供
で
あ
る
。

生
活
環
境
を
変
え
な
け
れ
ば
病
気
を
絶
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

気
管
支
炎
、

運
良
く
治
療
を
受
け
、

病

気

の

原

因

も

治

療

の

方

薬
を
貰
っ
て
治
っ
て
も
、

労
と
現
地
の
な
ま
の
生
活
状
況
の

根
本
的
な
問
題
で
あ
る

ど
こ
の
国
で

彼

ら

の

苦

貴

重

な

休

が
辛
い
と
い
う
話
で
あ
る
。

弱
り
｀
冷
た
く
な
っ
て
い
く
の
を
だ
ま
っ

て
見
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

法
も
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、

機

材

や

薬

が

な

い

た

め

に

目

の

前

で

だ

ん

だ

ん

の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

子
供
達
が
、

肺
炎
、

下
痢
性
疾
患
が
多
い
と
の
こ
と
。

永

尾

さ

ん

と

の

会

話

せ
き
、

結
核
、

赤
刷
、

下
痢
が
多
く
、

乳

幼

児

死

亡

の

最

大

の

原

因

も

急

性

木
谷
さ
ん
ら
に
貧
民
街
の
子
供
逹
の
話
し
を
聞
く
。

子
供
の
病
気
の
多
く
は
、

い
る
看
護
婦
の
永
尾
さ
ん
、

貧

民

街

で

母

親

に

洋

裁

を

教

え

て

い

る

と

い

う

私

の

テ

ー

プ

ル

の

バ

タ

ー

ン

の

フ

ィ

リ

ピ

ン

難

民

セ

ン

タ

ー

で

活

躍

し

て

c
入
る
。

,. を
大
切
に
な
さ
っ
て
、

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

'-

と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

懇

談

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
、

お
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

お
体

涙
の
に
じ
む
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
と
現
地
の
心
の
か
け
橋
と
し
て

同
じ
よ
う
に
奥
地
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
協
力
隊
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
、

み
に
し
て
参
り
ま
し
た
。

先
日
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
し
た
際
に
も
、

皆

さ

ん

と

れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
、

お

話

し

を

伺

う

機

会

を

と

て

も

楽

し
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゜
日 日 月 日 日
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日 日 ． 
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転 中英事告 ゴ IJ ア者 7 中を 7 供 7 園'換 ‘文業書昭 ピジ会第 高ペ ペ 契ペ

と イ - 内 L 和 ンア議五 -,  レル 約ル

開ン (2) 容提六 国 議 し 回 I I を I 
発 ドス 出十 マ貝へ人 北/'北/' 国共

I ネ ラ (1)
。一

ニフ主口 和和 際和

統シ イ 出 年 ラ ォ催と 国国 協国

計ア ド版 度 ヽ I A 開 に人 カ人

集語
” ” 

日 p ラ P 発 派口 事ロ

I ヽ 日 日 本 I ム D に 遣 業 ． 
へ (3) 本本 船 c 運 A 関 ゜家 団家

和レのの 舶 c営及す へ族 と族

文ポ人人 振 ゜委びる 団計 締計
ヽ I ロ ロ 興 貝人ア 貝画 結画

英 卜 と と ムコ、 会ロ ジ 基 ゜ 基

文 ＇，家家 補 ~ と ァ 西礎 礎

-ア族族 助 開開国 川調 調

ンヽs “ “ 事 催発会 由在 査

ア五ヘ 業 ゜ に 議 比し L 

の、和 完 於関貝 子調 役

人ロ 英ヽ 文、
了 フす代 ‘壺 務

報 イ る表 田 団 提
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九 九 十 九
七 七 • 七

四 四 十 三

四 I 
四 十

十 十
五 八

ヽ

•. - .. 

-可 弓 シ ァ
宣 食 衆国 ア ジ

゜ ゜
言 糧 森 際 そ 国 ‘ア

プ人要各八書 と 世参 人 官 W の阿佐岸会 フ 人

を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁卜他部藤 議 イ ロ
と す政及名 ロ で 党 問

ヽ レ 昭 信貝 リ 事

る 食 る 府び ．． に 初 派題 マ I 吾隆介＾ ピ情

糧五に ト佐 関 の議議 ス 9ゞ 日 ン視
ヽ ヘ

と 問瑣現ー藤 す 試貝 貝 コ I 山 団本-察

を 題 目 実 月 る みー 懇 ミ 崎長- 団

要解か的の隆 宣 で一談 関 ↓ -屯 - 派

請決 ら 且世 言 あ 九会 係 男 遣

し の成つ 界 6 る 名
ヒ 等 イ ‘田 ヘ

た為 る 果人 ゜ で設 デ 加 中 イ

宣
ヽ

゜敢口 国 発立 イ 藤龍 ン

言国 な へ連 足- ン シ 夫 ド

文連 諸食 於式 ° ム云 グ ズ
ヽ

゜に 政 糧 ．． 典 長 ス 工 八 夕

リ 策会 国 .. ‘田 イ

I を 議 連 岸 花 貞

ダ 採に 本 村 義 イ

I る 先 部 信 仁 ン

シ よ 1/， _ ヽ 介 八 ド
ツ ？ ち

',' 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
H

．
 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
括
動
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九九 九 八九
七 七 七

三七 四 十四

！ 
九

十九 十
I 

八
八 ＝ 
ヽ

十

ジ 中 7 7 

゜
顧 国 ル 南 参 I 堂斉 第

を 先 u 大問吉安岸会 ‘米 加 p 森藤 ＝ 
結進 N 来団寺 孫 議ア 家 国 u 芳 邦 回

成国 F 佐へ 子信貝 メ 族 ．． 列 夫吉
さ に p 武十宏藤介へ リ 計 提 っ佐六国

ヽ
国、一、

せ も A 郎六 ‘吉へ八 力 画 唱 食藤十議 柏 元 際
る ‘名他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五会 原厚 人

ベ途名 花- 和長-力 察 と 隆 力 同 ヤ生 ロ
く 上 ‘村 田- ナ 団 人代国 盟 ス 大 Lコ、
‘国事仁 耕

ヽ

ダへ ロ 議 会 ‘ 臣 懇
各に 務八 作佐 -~- メ 問士 議 中-

国 も 局郎 ‘藤 キ 題
L 

沢
-'L ， ‘五 阿 シ

L 
伊八

法人名 他 部隆 コ ラ ヌ.<L文 田
府 ロ 昭 イ ヘ 子 貞 ヘ

議問 吾住 コ ス 於 義総於

貝 題
ヽ

ロ .. 他 ‘勢 " 

に議 福栄 ン ノゞ 東 佐 プ

呼員 岡作 ピ ン 藤四 力

び グ 義
ヽ

ア ク 五 レ
か Iレ 双豆 構 隆 〇 ス
け I 

ヽ
プ 知し、 凩 'O  卜

た プ ラ を
ヽ 人-

゜
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• 一、 ヘ

九 十 九 三九 十九

七 七 七 二七

九 十八 八 七

一 十 五/¥ 

I 
八 I 十二 十 ＝ I 

十 十
七 ＝ 
ヽ 十

,_, 

づ 7 ' 
日 I 日 I 

゜゚
参 人

゜ ゜
日 参 人

゜
本 p 

゜
本 p 予運 加 ロ 国議一本加 ロ

ゴ側

゜
開側

゜
算営 国 と 際貝 九 側 国 と

宜参 p 催参 p 委 .. 開 議 へ 七 .. .. 開

言加 国 国加 国 貝 四 メ 米 発 貝 の七佐 日 発
L 

者 際 ‘者 際 メ 十 キ 列 会呼年 藤 先

の " 会

゜
．． 会 ン 名 シ 英 I 国 議び九 米 進

草佐 議 主佐 議 ノ‘ - コ
ヽ 国 の か 月 隆 国

案藤 準 催 藤 準 I 
ヽ

‘加
第 会 開 け の ‘ 英 ムコ

作 備 機 備 国 日 プ
ヽ 議 催 ゜中 和 - 議

成隆 委 関 隆 委 ‘本 ラ 西
回
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